
泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

一
〇
二

資
　
　
料泉

鏡
花
参
考
文
献
目
録
（
雑
誌
の
部
）

田
　
　
中

励
　
　
儀

　
泉
鏡
花
生
誕
百
年
を
記
念
し
て
、
岩
波
版
『
鏡
花
全
案
』
全
二
九
巻
（
昭
４
８

・
ｕ
・
２
～
昭
５
１
・
３
・
２
６
）
が
再
刊
さ
れ
た
前
後
か
ら
、
鏡
花
研
究
は
活
発

化
し
、
参
考
文
献
も
急
速
に
増
え
つ
つ
あ
る
。
同
様
に
、
参
考
文
献
目
録
も
数

種
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
詳
細
な
も
の
は
、
三
田
英
彬
著
『
泉
鏡
花

の
文
学
』
（
昭
５
１
・
９
・
１
５
、
桜
楓
杜
）
所
収
の
「
参
考
文
献
」
、
村
松
定
孝
著

『
泉
鏡
花
研
究
』
（
昭
４
９
・
８
・
３
０
、
冬
樹
杜
）
所
収
の
「
参
考
文
献
」
、
及
び

昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
編
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
４
５
』
（
昭
５
２
・
７

・
２
０
、
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
）
所
収
「
泉
鏡
花
」
の
項
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
野
々
山
三
枝
「
資
料
年
表
」
で
あ
ろ
う
。
本
稿
も
ま
た
、
こ
れ
ら
先

行
の
諸
参
考
文
献
目
録
か
ら
多
大
の
恩
恵
を
こ
う
む
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
先
行
の
目
録
で
は
、
近
年
の
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
参
考
文

献
を
逸
し
て
い
る
面
も
多
少
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
昭
和
期

を
中
心
に
「
泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録
（
雑
誌
の
部
）
」
を
編
ん
で
み
た
。
た
だ

し
、
大
正
１
４
年
５
月
－
日
に
発
行
さ
れ
た
「
新
小
説
」
臨
時
増
刊
く
天
才
泉
鏡

花
Ｖ
は
、
研
究
史
上
重
要
た
文
献
と
判
断
で
き
る
の
で
、
こ
の
目
録
に
収
録
し

た
。　

た
お
、
相
当
の
遺
漏
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
た
く
、
目
録
の
記
載
彩
式

に
っ
い
て
も
不
完
全
た
と
こ
ろ
が
多
い
。
大
方
の
御
教
示
を
仰
ぎ
た
い
。

　
ま
た
、
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
内
田
満
氏
、
堀
部
功
夫
氏
の
御
助
言
が
得
ら

れ
た
。
謝
意
を
表
し
て
お
く
。
今
後
、
明
治
・
大
正
期
の
目
録
を
作
成
し
、
完

備
し
た
も
の
を
め
ざ
し
た
い
。

　
　
凡
　
例

一
、
こ
の
目
録
は
、
大
正
１
４
年
５
月
よ
り
昭
和
５
２
年
１
２
月
ま
で
の
問
に
、
邦
文

に
よ
っ
て
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
泉
鏡
花
に
つ
い
て
の
研
究
・
評
論
・
感
想
・

書
評
等
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。



一一一一一
、
文
献
の
配
列
は
発
表
年
月
目
順
と
し
、
執
筆
者
名
、
標
題
、
発
表
誌
名
、

巻
号
数
、
発
表
年
月
日
の
順
に
記
載
し
た
。
最
後
の
漢
数
字
は
文
章
の
ぺ
－

ジ
数
合
計
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

、
泉
鏡
花
特
集
号
も
別
記
せ
ず
に
発
表
年
月
日
順
の
配
列
の
中
に
組
み
込
ん

だ
。
た
だ
し
、
煩
雑
を
避
げ
る
た
め
に
、
各
特
集
号
の
冒
頭
に
ま
と
め
て
特

集
名
、
発
表
誌
名
、
巻
号
数
、
発
表
年
月
日
を
示
し
、
所
収
論
文
は
一
段
下

げ
て
列
挙
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
べ
ー
ジ
数
合
計
を
付
し
た
。

、
文
献
の
標
題
、
執
筆
者
名
な
ど
は
、
目
次
の
も
の
に
拠
ら
ず
、
本
文
に
記

載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
拠
っ
た
。
た
だ
し
、
目
次
に
よ
っ
て
補
っ
た
も
の
も

あ
る
が
、
そ
の
都
度
注
記
し
た
。

、
文
献
中
、
標
題
の
頭
に
※
印
を
付
し
た
も
の
は
編
者
未
見
の
も
の
で
あ
る
。

、
無
署
名
の
も
の
は
、
執
筆
者
名
の
項
に
○
印
で
示
し
た
。

、
標
題
の
ほ
か
、
特
集
名
・
シ
リ
ー
ズ
名
等
は
〈
〉
内
に
入
れ
、
副
題
は

１
で
続
げ
た
。
ま
た
、
【
　
】
は
対
談
・
座
談
会
等
、
〔
〕
は
資
料
・
解
説

等
、
”
〃
は
書
評
・
時
評
等
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
そ
れ
ぞ
れ
示
す
も
の
で
あ

る
。、

文
献
中
、
再
録
論
文
に
は
末
尾
に
☆
印
を
付
し
、
そ
の
下
に
初
出
を
示
し

た
。
こ
の
場
合
、
巻
号
数
は
省
略
し
た
。

、
こ
の
目
録
で
は
雑
誌
の
み
を
扱
い
、
原
則
と
し
て
新
聞
に
発
表
さ
れ
た
文

章
は
省
略
し
た
。
ま
た
、
旧
活
字
を
新
活
字
に
改
め
た
も
の
も
あ
る
。

　
　
　
　
泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

天
才
泉
鏡
花
（
「
新
小
説
」
臨
時
増
刊
、
３
０
１
５
、
大
１
４
・
５
・
１
）

　
紅
葉
山
人
　
「
尺
蹟
」
（
三
）
（
注
）
本
文
に
は
標
題
な
し
。
目
次
に
よ
っ
て
補
う
。

　
小
山
内
薫
、
谷
崎
潤
一
郎
、
里
見
弾
、
水
上
瀧
太
郎
、
久
保
田
万
太
郎
、

　
芥
川
龍
之
介
　
「
開
口
」
（
四
）
（
注
）
本
文
に
は
標
題
な
し
。
目
次
に
よ
っ
て
補

　
　
　
　
　
　
　
　
う
。
な
お
、
こ
の
文
の
実
際
の
筆
者
は
芥
川
龍
之
介
。

　
　
○

里
　
見

柳
　
田

小
　
杉

三
　
上

須
　
藤

中
　
村

辻笹
ノ

岡
　
田

久
　
保

長
谷
川

吉
　
屋

小
寺

　
　
弾

国
　
男

未
　
醒

於
菟
吉

鐘
　
一

星
　
湖

　
　
潤

臨
　
風

八
千
代

よ
り
江

時
　
雨

信
　
子

菊
　
子

「
鏡
花
全
集
総
目
録
」
（
八
）

「
鏡
花
全
集
の
た
め
に
」
（
二
）
　
（
注
）
本
文
に
は
標
題

な
し
。
目
次
に
よ
っ
て
補
う
。

「
這
箇
鏡
花
観
」
（
三
）

「
泉
氏
の
芸
」
（
二
）

「
保
儒
そ
の
他
」
（
四
）

「
鏡
花
党
の
一
人
」
（
五
）

「
膣
ろ
げ
な
記
憾
か
ら
」
（
四
）

「
鏡
花
礼
讃
」
（
七
）

「
弥
次
か
ら
喜
多
さ
ん
へ
」
（
三
）

「
泉
先
生
の
書
か
れ
る
女
性
」
（
三
）

「
お
作
の
な
か
か
ら
」
（
四
）

「
水
浅
黄
」
（
四
）

「
御
作
品
の
中
の
女
性
に
就
き
て
」
（
四
）

「
屋
敷
田
甫
」
（
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三



中
戸
川

佐
佐
木

牧
　
野

室
　
生

中
　
村

近
　
衛

吉
　
井

水
　
上

久
保
田

小
　
島

斎
　
藤

南
新
　
居

加
　
宮

木
　
村

新
　
井

ノ
　
端

正
　
岡

泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

吉茂信犀千直

二索一星代麿勇

瀧
太
郎

万
太
郎

政
二
郎

龍
太
郎

幸
　
夫

　
　
格

貴
　
一

　
　
毅

紀
　
一

康
　
成

　
　
蓉

「
雪
の
夜
の
初
対
面
、
修
善
寺
の
散
歩
、
其
他
」
（
五
）

「
『
日
本
橋
』
附
近
－
露
地
の
細
道
駒
下
駄
で
」
（
二
）

「
余
話
　
秘
め
ら
れ
た
箱
」
（
三
）

「
短
冊
」
（
二
）

「
一
寸
お
も
ひ
出
話
」
（
二
）

「
睡
の
歌
」
（
三
）

「
鏡
花
礼
讃
」
（
二
）

「
『
伯
爵
の
蚊
』
」
（
六
）

「
『
婦
系
図
』
」
（
五
）

「
二
十
二
歳
売
出
の
頃
」
（
七
）

「
『
番
町
夜
講
』
雑
感
」
（
七
）

「
『
起
誓
文
』
と
『
舞
の
袖
』
」
（
七
）

「
『
彩
色
人
情
本
』
『
爪
び
き
』
『
身
延
の
鶯
』
等
」

（
六
）

「
『
江
戸
土
産
』
そ
の
他
」
（
四
）

「
『
辰
巳
巷
談
』
其
他
諸
篇
」
（
六
）

「
『
七
宝
の
柱
』
１
泉
鏡
花
氏
の
文
章
と
表
現
に
就

て
」
（
六
）

「
『
櫛
笥
集
』
な
ぞ
」
（
四
）

「
『
鴛
鴛
帖
』
並
び
に
鏡
花
的
東
京
」
（
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

　
井
汲
清
治
「
『
筍
薬
の
歌
』
の
解
説
」
（
八
）

　
長
　
田
　
幹
　
彦
　
「
『
照
葉
狂
言
』
」
（
四
）

　
水
　
木
　
京
　
太
「
『
天
守
物
語
』
と
『
恋
女
房
』
と
」
（
五
）

　
里
　
見
　
　
　
弾
　
「
『
幻
の
絵
馬
』
」
（
二
）

　
斎
　
藤
　
信
　
策
　
「
泉
鏡
花
と
ロ
マ
ソ
チ
ク
」
（
三
〇
）
　
☆
「
太
陽
」
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
．
９
．
１
～
Ｏ
．
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
　
　
０
　
　
　
　
　
「
鏡
花
会
記
事
」
（
一
）

徳
田
秋
声
、
字
野
浩
二
、
加
能
作
次
郎
、
千
葉
亀
雄
、
広
津
和
郎
、
中
村
武

羅
夫
　
「
同
座
談
会
』
〈
新
潮
合
評
会
第
二
十
四
回
〉
文
壇
の
清
勢
・
四
月
の

　
　
　
　
　
　
　
　
創
作
」
（
「
新
潮
」
４
２
１
５
、
犬
１
４
・
５
・
１
、
四
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）
合
評
中
に
小
項
目
「
『
相
似
』
（
女
性
）
菊
地
寛
－
泉
鏡
花

　
　
　
　
　
　
　
　
氏
の
こ
と
」
が
あ
る
。

片
　
岡
　
良
　
一
　
「
泉
鏡
花
氏
の
文
章
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
２
１
８
、

　
　
　
　
　
　
　
　
犬
１
４
・
８
・
１
、
ニ
ハ
）

斎
　
藤
　
昌
　
三
　
「
鏡
花
氏
の
処
女
作
」
（
「
愛
書
趣
味
」
１
１
１
、
大
１
４

　
　
　
　
　
　
　
　
・
１
０
・
２
６
、
二
）

三
　
上
　
於
菟
吉
　
「
文
学
千
杜
詣
の
１
泉
鏡
花
に
就
て
」
（
「
新
潮
」
２
３
１

　
　
　
　
　
　
　
　
２
、
大
１
５
・
２
・
１
、
七
）

雪
　
　
　
　
　
島
　
「
書
斎
の
思
ひ
出
」
（
「
書
斎
」
１
、
大
１
５
・
２
．
１
５
、

　
　
　
　
　
　
　
　
三
）



田田東水斎泉溝水斎加泉

口
杏
村
「
雑
談
室
」
（
「
愛
書
趣
味
」
１
１
６
、
大
１
５
・
８
・
２
０
、

　
　
　
　
　
　
一
）

口
杏
村
「
雑
談
室
（
誌
友
）
」
（
「
愛
書
趣
味
」
２
１
１
、
大
１
５
・

　
　
　
　
　
　
ｕ
・
１
６
、
一
）

　
　
清
人
「
鏡
花
も
の
考
」
（
「
文
芸
研
究
」
１
１
５
、
昭
３
・
１
０

　
　
　
　
　
　
・
１
、
五
）

上
　
瀧
太
郎
　
「
〈
貝
殻
追
放
〉
信
仰
の
作
者
－
改
造
杜
版
明
治
文
学
全

　
　
　
　
　
　
集
の
う
ち
泉
鏡
花
集
の
た
め
に
」
（
「
三
田
文
学
」
３
１

　
　
　
　
　
　
１
０
、
昭
３
・
１
０
・
１
、
二
）

藤
昌
　
三
　
「
『
黒
猫
』
の
発
表
に
就
て
」
（
「
愛
書
趣
味
」
３
１
７
、

　
　
　
　
　
　
昭
３
・
ｕ
・
３
、
一
）

　
　
鏡
花
「
黒
猫
」
（
同
右
、
四
二
）

口
健
二
※
「
泉
鏡
花
氏
に
会
う
」
（
「
映
画
時
代
」
昭
４
・
２
）

上
　
瀧
太
郎
「
〈
貝
殻
追
放
〉
鏡
花
世
界
瞥
見
」
（
「
中
央
公
論
」
４
４
－

　
　
　
　
　
　
３
、
昭
４
・
３
・
１
、
二
三
）

藤
　
昌
　
三
　
「
鏡
花
全
集
の
決
算
」
（
「
愛
書
趣
味
」
４
１
２
、
昭
４

　
　
　
　
　
　
・
３
・
２
８
、
五
）

藤
朝
島
「
倒
是
庵
雑
筆
－
洋
文
、
鏡
花
、
寛
」
（
「
ぬ
か
ご
」
９

　
　
　
　
　
１
５
、
昭
４
・
５
・
１
、
四
）

　
　
鏡
花
「
お
も
か
げ
（
伏
文
）
」
（
「
愛
書
趣
味
」
４
１
３
、
昭
４

　
　
泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

－－ノ
、

』
１

（
昌
）端林

大
信
田

大
信
田

片
　
岡

１－ノ

端

田
　
原

中
戸
川

堀

康秀落落良康節吉辰

成雄花花成夫二雄

・
６
・
１
８
、
二
）

「
決
算
は
御
破
算
」
（
同
右
、
一
）

「
”
九
月
作
品
評
〃
」
（
「
新
潮
」
２
７
１
１
０
、
昭
５
・
１
０
・

１
、
九
）

「
”
茎
云
時
評
〃
文
学
と
風
潮
」
（
「
茎
云
春
秋
」
８
Ｉ
ｕ
、

昭
５
・
１
０
・
１
、
四
）

「
鏡
花
全
集
に
洩
れ
た
作
品
其
他
」
（
「
書
物
展
望
」
１

１
４
、
昭
６
・
１
０
・
１
、
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

「
鏡
花
全
集
に
洩
れ
た
作
品
其
他
続
」
（
「
書
物
展
望
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

１
１
５
、
昭
６
・
ｕ
・
１
、
四
）

「
観
念
小
説
と
そ
の
転
向
」
（
「
国
文
学
誌
」
２
１
１
、

昭
７
・
１
・
１
、
二
二
）

「
”
文
芸
時
評
”
作
品
を
手
が
か
り
に
」
（
「
新
潮
」
２
９
１

２
、
昭
７
・
２
・
１
、
八
）

「
泉
鏡
花
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
９
１
４
、
昭
７
・
４

・
１
、
二
三
）

「
”
文
芸
時
評
”
九
九
九
会
の
人
々
」
（
「
文
芸
春
秋
」
１
０

－
６
、
昭
７
・
６
・
１
、
一
〇
）

「
”
感
想
・
評
論
。
二
三
の
作
品
に
就
い
て
」
（
「
新
潮
」

２
９
Ｉ
ｕ
、
昭
７
・
ｕ
・
１
、
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五



　
　
　
　
泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

　
　
○
　
　
　
　
　
※
「
鏡
花
氏
の
旧
事
」
（
「
新
時
代
」
昭
８
・
２
・
１
）

鏑
木
清
方
「
牛
込
夜
話
」
（
「
経
済
往
来
」
８
１
４
、
昭
８
．
４
．

　
　
　
　
　
　
　
　
１
、
八
）

徳
田
秋
声
「
和
解
」
（
「
新
潮
」
３
０
１
６
、
昭
８
・
６
・
１
、
一
七
）

久
保
田
　
万
太
郎
「
『
滝
の
白
糸
』
に
就
て
」
（
「
演
芸
画
報
」
２
７
１
９
、
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
８
・
９
・
１
、
一
）

小
村
雪
岱
「
教
養
の
あ
る
金
沢
の
樹
木
」
（
同
右
、
一
）

河
　
合
　
武
　
雄
　
「
喜
多
村
君
の
欣
弥
で
白
糸
を
」
（
同
右
、
一
）

喜
多
村
　
緑
　
郎
「
新
派
劇
と
し
て
の
古
典
」
（
同
右
、
一
）

花
　
柳
　
章
太
郎
　
「
私
の
滝
の
白
糸
」
（
同
右
、
一
）

入
　
江
　
た
か
子
　
「
女
の
こ
二
ろ
」
（
同
右
、
一
）

小
池
孝
子
「
『
滝
の
白
糸
』
の
舞
台
稽
古
」
（
同
右
、
二
）

水
　
上
　
瀧
太
郎
「
〈
貝
殻
追
放
〉
続
親
馬
鹿
の
記
」
（
「
三
田
文
学
」
８
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
ｕ
、
昭
８
・
ｕ
・
１
、
七
）

酒
　
井
　
森
之
介
　
「
泉
鏡
花
研
究
の
た
め
の
或
概
括
的
ノ
ー
ト
」
（
「
明
治

　
　
　
　
　
　
　
　
文
学
研
究
」
１
１
１
、
昭
９
・
１
・
１
、
五
、
明
治
文

　
　
　
　
　
　
　
　
学
談
話
会
）

徳
田
秋
声
、
岡
田
三
郎
、
谷
川
徹
三
、
青
野
季
吉
、
芹
沢
光
治
良
、
川
端
康
成
、

板
垣
直
子
、
高
田
保
、
中
村
武
羅
夫
　
「
【
座
談
会
】
新
年
号
の
創
作
評
と
文

　
　
　
　
　
　
　
　
壇
の
動
向
に
就
て
」
（
「
新
潮
」
３
１
１
２
、
昭
９
・
２
・

酒吉後島坂酒成形Ｈノ

井田藤本井瀬田端
森
之
介

精
　
一

武
　
雄

大
　
和

義
　
男

森
之
介

正
　
勝

藤
　
太

康
　
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

１
、
二
二
）
（
注
）
座
談
会
中
に
小
項
目
「
斧
琴
菊
（
中
央
公

論
）
泉
鏡
花
」
が
あ
る
。

「
〈
私
の
卒
業
論
文
Ｖ
泉
鏡
花
論
」
（
「
明
治
文
学
研
究
」

１
１
３
、
昭
９
・
３
・
１
、
三
）

「
泉
鏡
花
の
表
現
」
（
「
季
刊
明
治
文
学
」
２
、
昭
９
．

３
．
２
０
、
一
八
一
明
治
文
学
会
）

「
酒
中
有
仏
性
」
（
「
劇
と
評
論
」
９
１
５
、
昭
９
．
５

・
１
、
四
）

※
「
鏡
花
氏
の
小
説
と
能
の
味
」
（
「
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
明

治
文
学
」
３
、
昭
９
・
５
・
２
５
、
三
）

「
『
斧
琴
菊
』
と
鏡
花
の
浪
漫
主
義
」
（
「
明
治
文
学
研
究
」

１
１
６
、
昭
９
・
６
・
１
、
二
）

「
泉
鏡
花
の
創
乍
態
度
に
つ
い
て
」
（
「
季
刊
明
治
文
学
」

３
、
昭
９
・
７
・
５
、
二
四
）

「
鏡
花
先
生
病
み
給
ふ
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
ｕ
Ｉ
８
、

昭
９
・
８
・
１
、
五
）

「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
鏡
花
」
（
「
文
学
」
２
１
９
、
昭

９
・
９
・
１
、
　
一
九
）

「
”
文
芸
時
評
”
『
小
説
の
嘘
』
に
就
て
」
（
「
新
潮
」
３
２

１
１
、
昭
１
０
・
１
・
１
、
九
）



吉
田
精
一
「
鏡
花
の
女
」
（
「
評
論
」
２
－
１
、
昭
１
０
・
２
・
１
、

　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
明
治
文
学
会
）

徳
田
秋
声
「
思
ひ
出
る
ま
二
的
」
（
「
文
芸
春
秋
」
１
３
１
３
、
昭
１
０

　
　
　
　
　
　
　
　
・
３
・
１
、
四
）

後
藤
宙
外
「
〈
明
治
文
壇
回
顧
録
の
二
十
〉
文
芸
革
新
会
－
雨
声
会

　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
」
（
「
芸
術
殿
」
５
１
３
、
昭
１
０
・
３
・
１
、
一
三
）

徳
田
秋
声
、
野
上
豊
一
郎
、
和
辻
哲
郎
、
内
田
百
聞
、
湯
池
孝
、
片
岡
良
一
、

宝
生
新
、
中
村
武
羅
夫
「
〈
作
家
研
究
座
談
会
ケ
リ
〉
夏
目
漱
石
研
究
」
（
「
新

　
　
　
　
　
　
　
　
潮
」
３
２
１
４
、
昭
１
０
・
４
・
１
、
一
八
）
　
（
注
）
座
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　
中
に
小
項
目
「
漱
石
と
鏡
花
の
作
品
」
が
あ
る
。

徳
田
秋
声
、
近
松
秋
江
、
千
葉
亀
雄
、
舟
橋
聖
一
、
雅
川
滉
、
福
田
清
人
、

中
村
武
羅
夫
　
「
〈
作
家
研
究
座
談
会
帥
ｖ
尾
崎
紅
葉
研
究
」
（
「
新
潮
」
３
２
１

　
　
　
　
　
　
　
　
５
、
昭
１
０
・
５
・
１
、
二
一
）
（
注
）
座
談
会
中
に
小
項
目

　
　
　
　
　
　
　
　
「
紅
葉
と
鏡
花
と
」
が
あ
る
。

岩
　
田
　
與
司
一
　
「
新
派
最
初
の
著
作
権
間
題
」
（
「
劇
と
評
論
」
１
０
１
６
、

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
１
０
・
６
・
１
、
三
）

徳
田
秋
声
「
思
ひ
出
る
ま
二
的
」
（
「
文
芸
春
秋
」
１
３
１
７
、
昭
１
０

　
　
　
　
　
　
　
　
・
７
・
１
、
五
）

吉
田
精
一
コ
局
野
聖
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
１
２
－
１
０
、
昭
１
０
・
１
０

　
　
　
　
　
　
　
　
・
１
、
二
五
）

　
　
　
　
泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

徳
　
田
　
秋
　
声
　
「
泉
鏡
花
と
い
ふ
男
」
（
「
文
芸
春
秋
」
１
３
１
１
２
、
昭
１
０

　
　
　
　
　
　
　
　
・
１
２
・
１
、
　
一
〇
）

少
　
　
雨
　
　
生
　
「
〈
逸
文
抄
そ
の
五
〉
行
々
子
・
鏡
花
小
史
」
（
「
書
物
展

　
　
　
　
　
　
　
　
望
」
６
１
７
、
昭
ｕ
・
７
・
１
、
六
）

室
積
但
春
「
秋
声
会
・
半
面
派
・
筑
波
会
の
名
句
鑑
賞
」
（
「
俳
句

　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
」
３
１
１
０
、
昭
ｕ
・
１
０
・
１
、
七
）

小
　
林
　
哲
五
郎
　
「
追
憶
」
（
「
赤
い
鳥
」
１
２
－
３
、
昭
ｕ
・
１
０
・
１
、
三
）

梶
浦
正
蔵
「
泉
鏡
花
」
（
「
国
語
国
文
」
７
１
３
、
昭
１
２
・
３
・
１
、

　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
）

武
者
小
路
　
実
篤
　
「
偶
感
録
」
（
「
改
造
」
１
９
１
７
、
昭
１
２
・
７
・
１
、
四
）

特
輯
泉
鏡
花
の
研
究
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
２
１
９
、
昭
１
２
・
９
・
１
）

　
柳
田
　
泉
「
鏡
花
の
読
み
初
め
」
（
四
）

　
吉
田
精
一
「
泉
鏡
花
の
作
品
－
三
十
年
代
前
期
を
中
心
と
し
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

　
福
　
田
　
清
　
人
　
「
泉
鏡
花
の
断
相
－
明
治
三
十
年
代
後
半
」
（
八
）

　
塩
　
田
　
良
　
平
　
「
四
十
年
以
後
－
鏡
花
の
浪
漫
主
義
と
道
徳
」
（
九
）

　
吉
　
田
　
精
　
一
　
「
泉
鏡
花
著
作
（
創
作
）
年
表
」
（
五
）

成
瀬
正
勝
「
鏡
花
論
」
（
「
文
学
」
６
１
１
、
昭
１
３
・
１
・
１
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
五
）

名
取
勘
助
「
”
小
説
月
評
”
」
（
「
新
潮
」
３
５
１
１
、
昭
１
３
・
１
・
１
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
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山河

泉
鏡
花
参
考
文
献
目
爆

　
　
　
四
）

精
　
一

白
水
郎

Ｇ

吐正正正正吟与

天勝蔵勝喜Ｍ葉一
「
泉
鏡
花
『
歌
行
燈
』
研
究
」
（
「
明
日
香
」
３
１
２
、

昭
１
３
・
２
・
１
、
八
）

「
〈
文
学
者
の
俳
句
〉
泉
鏡
花
」
（
「
俳
句
研
究
」
５
－
７
、

昭
１
３
・
７
・
１
、
二
）

「
現
代
文
学
者
と
俳
句
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
．
４
１
１
、

昭
１
４
・
１
・
１
、
一
四
）

「
鏡
花
の
浪
漫
主
義
」
（
「
む
ら
さ
き
」
６
１
５
、
昭
１
４

・
５
・
１
、
五
）

「
泉
鏡
花
」
（
「
国
語
国
文
」
９
－
６
、
昭
１
４
・
６
・
１
５
、

二
六
）

「
”
文
芸
時
評
”
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
４
１
８
、
昭
１
４
．

８
・
１
、
二
）

「
”
中
央
公
論
。
」
（
「
三
田
文
学
」
１
４
１
８
、
昭
１
４
．
８

・
１
、
一
）

「
”
文
壇
匿
名
時
評
。
詩
精
神
と
散
文
精
神
」
（
「
日
本
評

論
」
１
４
１
８
、
昭
１
４
・
８
・
１
、
八
）

「
小
波
先
生
と
鏡
花
氏
と
」
（
「
木
太
刀
」
３
７
１
９
、
昭

１
４
・
９
・
５
、
三
）

※
「
鏡
花
先
生
の
こ
と
」
（
「
文
芸
世
紀
」
昭
１
４
・
９
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八

　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
）

久
保
田
　
万
太
郎
「
下
六
番
町
の
先
生
」
（
「
中
央
公
論
」
５
４
１
１
０
、
昭
１
４

　
　
　
　
　
　
　
　
・
１
０
・
１
、
七
）

　
　
○
　
　
　
　
　
「
〈
出
版
だ
よ
り
〉
悼
鏡
花
先
生
」
（
同
右
、
一
）

徳
　
田
　
秋
　
声
「
鏡
花
追
憶
」
（
「
目
本
評
論
」
１
４
１
１
０
、
昭
１
４
．
１
０
．

　
　
　
　
　
　
　
　
１
、
三
）

徳
　
田
　
秋
声
「
亡
鏡
花
君
を
語
る
」
（
「
改
造
」
２
１
１
１
０
、
昭
１
４
．
１
０

　
　
　
　
　
　
　
　
・
１
、
五
）

泉
鏡
花
追
悼
（
「
文
芸
春
秋
」
１
７
１
１
９
、
昭
１
４
・
１
０
・
１
）

　
志
賀
直
哉
　
「
泉
さ
ん
」
（
四
）

　
佐
藤
春
夫
「
鏡
花
先
生
を
追
慕
す
」
（
五
）

　
久
保
田
　
万
太
郎
　
「
ひ
そ
か
に
し
る
し
た
る
も
の
よ
り
」
（
一
）

　
谷
崎
潤
一
郎
「
泉
先
生
と
私
」
（
三
）

　
竹
田
龍
児
「
泉
先
生
終
焉
記
」
（
三
）

小
　
林
　
秀
　
雄
　
「
”
文
芸
時
評
二
言
葉
に
つ
い
て
」
（
同
右
、
五
）

中
　
河
　
与
　
　
　
※
「
泉
鏡
花
先
生
追
記
」
（
「
文
芸
世
紀
」
昭
１
４
・
１
０
・

　
　
　
　
　
　
　
　
１
９
）

島
　
　
　
東
　
吉
「
泉
鏡
花
先
生
と
熱
燗
」
（
「
書
物
展
望
」
９
ｌ
ｕ
、
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
・
ｕ
・
１
、
四
）

石
　
井
　
研
　
堂
　
「
鏡
花
逸
文
－
妖
怪
画
展
覧
会
の
告
条
」
（
同
右
、
一
）



下
島
　
勲
「
秋
時
雨
－
鏡
花
泉
先
生
の
追
憶
」
（
「
文
芸
春
秋
」
１
７

　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
１
、
昭
１
４
・
ｕ
・
１
、
三
）

泉
　
　
　
鏡
花
「
遺
稿
」
（
同
右
、
二
〇
）

吉
　
田
　
精
　
　
　
「
泉
鏡
花
論
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
１
６
ｌ
ｕ
、
昭
１
４
・

　
　
　
　
　
　
　
　
ｕ
・
１
、
二
一
）

舟
橋
聖
　
「
泉
鏡
花
」
（
「
文
芸
」
７
－
ｕ
、
昭
１
４
・
ｕ
・
１
、
八
、

　
　
　
　
　
　
　
　
改
造
杜
）

尾
　
沢
　
良
　
三
　
「
泉
鏡
花
と
演
劇
」
（
「
文
学
界
」
６
１
ｕ
、
昭
１
４
・
ｕ

　
　
　
　
　
　
　
　
・
１
、
一
四
）

中
　
村
武
羅
夫
　
「
泉
鏡
花
の
作
と
人
」
（
「
新
潮
」
３
６
Ｉ
ｕ
、
昭
１
４
・
ｕ

　
　
　
　
　
　
　
　
・
１
、
六
）

小
　
村
　
雪
　
岱
　
「
泉
鏡
花
先
生
の
こ
と
」
（
「
ホ
ー
ム
ラ
ィ
フ
」
５
－
ｕ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
１
４
・
ｕ
・
１
、
二
）

成
　
瀬
　
正
　
勝
　
「
”
鑑
賞
余
言
。
文
芸
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
４
１
１
２
、
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
．
１
２
・
１
、
三
）

　
　
○
　
　
　
　
　
「
”
文
芸
春
秋
。
」
（
「
三
田
文
学
」
１
４
１
１
２
、
昭
１
４
・
１
２

　
　
　
　
　
　
　
　
・
１
、
一
）

泉
鏡
花
特
輯
（
「
図
書
」
５
０
、
昭
１
５
・
３
・
５
）

　
谷
崎
潤
一
郎
「
純
粋
に
『
日
本
的
』
な
『
鏡
花
世
界
』
」
（
二
）

鏑
木
清
方
「
思
ひ
出
今
昔
」
（
三
）

　
　
　
　
泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

　
里
見
　
弾
「
泉
先
生
」
（
四
）

　
水
上
瀧
太
郎
「
覚
書
」
（
二
）

　
寺
木
定
芳
「
南
榎
町
、
神
楽
坂
、
逗
子
」
（
四
）

　
佐
藤
春
夫
「
鏡
花
先
生
追
慕
片
々
」
（
五
）

　
小
村
雪
岱
「
初
め
て
鏡
花
先
生
に
御
目
に
か
二
っ
た
時
」
（
二
）

　
浜
　
野
　
英
　
二
　
「
文
字
と
先
生
１
『
先
生
と
文
字
』
改
題
」
（
三
）

　
久
保
田
　
万
太
郎
　
「
も
み
ぢ
の
賀
」
（
二
）

正
　
宗
　
白
　
島
　
「
雑
文
帖
」
（
「
改
造
」
２
２
」
－
８
、
昭
１
５
・
５
・
１
、
七
）

小
　
村
　
雪
　
岱
　
「
水
上
瀧
太
郎
氏
の
思
出
」
（
「
中
央
公
論
」
５
５
１
５
、

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
１
５
・
５
・
１
、
四
）

小
村
雪
岱
「
九
九
九
会
の
こ
と
」
（
「
三
田
文
学
」
１
５
１
臨
、
昭
１
５

　
　
　
　
　
　
　
　
・
５
・
１
５
、
三
）

水
　
上
　
瀧
太
郎
　
「
覚
書
」
（
「
三
田
文
学
」
１
５
１
６
、
昭
１
５
・
６
・
１
、

　
　
　
　
　
　
　
　
二
）
☆
「
図
書
」
昭
１
５
．
３
・
５

広
　
津
　
和
　
郎
「
強
さ
と
脆
さ
」
（
「
改
造
」
２
２
１
１
０
、
昭
１
５
・
６
・
１
、

　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
）

徳
田
秋
声
、
久
保
田
万
太
郎
、
正
宗
白
鳥
、
広
津
和
郎
、
里
見
弾
、
宇
野
浩

二
　
「
【
座
談
会
】
文
学
雑
談
」
（
同
右
、
四
七
）
　
（
注
）
座
談
会
中
に
小
項
目

　
　
　
　
　
　
　
　
「
泉
鏡
花
」
が
あ
る
。

片
　
岡
　
良
　
一
　
「
鏡
花
の
鬼
神
力
」
（
「
図
書
」
５
８
、
昭
１
５
・
ｕ
・
５
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九



　
　
　
　
泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

　
　
　
　
　
　
　
　
九
）

稲
垣
達
郎
「
〈
同
人
雑
記
ｖ
訪
鏡
花
先
生
記
」
（
「
早
稲
田
文
学
」
３

　
　
　
　
　
　
　
　
次
８
１
６
、
昭
１
６
・
６
・
１
、
四
）

村
松
定
孝
「
泉
鏡
花
細
見
」
（
「
国
文
学
研
究
」
１
６
、
昭
１
６
・
６
・

　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
、
二
二
）

寺
木
定
芳
「
鏡
花
室
」
（
「
三
田
文
学
」
１
６
１
８
、
昭
１
６
・
８
・
１
、

　
　
　
　
　
　
　
　
三
）

片
　
岡
　
良
　
一
　
「
鏡
花
の
世
界
と
そ
の
限
界
」
（
「
中
央
公
論
」
５
６
１
１
２
、

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
１
６
・
１
２
・
１
、
一
〇
）

高
橋
義
孝
「
『
泉
鏡
花
』
註
琉
」
（
「
赤
門
文
学
」
２
１
５
、
昭
１
７
・

　
　
　
　
　
　
　
　
５
・
１
、
四
）

柳
　
田
　
　
　
泉
　
「
一
葉
女
史
と
泉
鏡
花
」
（
「
書
物
展
望
」
１
２
１
８
、
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
１
７
・
８
・
１
、
五
）

太
　
田
　
栄
太
郎
　
「
〈
図
書
館
案
内
〉
泉
鏡
花
氏
の
原
稿
」
（
「
三
田
評
論
」

　
　
　
　
　
　
　
　
附
、
昭
１
７
・
９
・
２
０
、
三
）

吉
田
精
一
「
泉
鏡
花
論
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
７
１
１
０
、
昭
１
７
・
１
０

　
　
　
　
　
　
　
　
・
１
、
六
）

特
輯
泉
鏡
花
の
研
究
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
８
１
３
、
昭
１
８
・
３
・
１
）

　
吉
田
精
一
「
泉
鏡
花
と
日
本
文
学
の
伝
統
」
（
一
七
）

　
波
多
野
　
完
　
治
　
「
鏡
花
の
文
体
－
文
章
心
理
学
的
ス
ケ
ッ
チ
」
（
八
）

竹安大高長大柳寺編
斎村伊登和

藤松藤張○達
友田和田田江田木 　
藻
　
風

　
保
　
雄

　
資
　
雄

　
瑞
穂

　
幹
　
彦

　
良
太
郎

　
　
　
泉

　
定
　
芳

集
　
　
部

三
　
郎

定
孝

　
　
整

竹
風

清

夫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇

「
泉
鏡
花
と
近
代
怪
異
小
説
」
（
一
八
）

　
「
鏡
花
作
品
の
浪
漫
性
」
（
一
四
）

　
「
鏡
花
と
西
欧
浪
漫
派
」
（
一
八
）

　
「
鏡
花
の
女
－
美
と
不
幸
に
つ
い
て
」
（
二
〇
）

　
「
『
照
葉
狂
言
』
の
展
開
」
（
一
七
）

　
「
鏡
花
作
品
の
戯
曲
化
」
（
一
〇
）

　
「
鏡
花
侯
き
上
が
き
」
（
九
）

　
「
泉
鏡
花
先
生
－
人
と
し
て
見
た
る
」
（
九
）

　
「
鏡
花
著
作
年
表
」
（
一
〇
）

「
鏡
花
の
逸
文
１
『
僕
の
迷
信
』
に
就
て
」
（
「
書
物
展

望
」
１
３
１
７
、
昭
１
８
・
７
・
１
、
二
）

※
「
泉
鏡
花
の
女
性
観
」
（
「
若
草
」
昭
２
１
・
１
・
１
）

「
日
本
の
小
説
方
法
」
（
「
個
性
」
１
１
９
、
昭
２
３
・
９

・
１
、
一
〇
）

「
鏡
花
の
人
と
た
り
」
（
「
文
芸
往
来
」
１
１
３
、
昭
２
４

・
３
・
１
、
五
）

「
”
新
刊
月
評
。
泉
鏡
花
著
『
鏡
花
随
筆
』
」
（
「
現
代
俳

句
」
４
１
３
、
昭
２
４
・
３
・
１
、
二
）

「
鏡
花
さ
ん
の
こ
と
」
（
「
新
小
説
」
４
１
５
、
昭
２
４
・

５
・
１
、
三
）



泉
鏡
花
号
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
１
４
１
５
、
昭
２
４
・
５
・
１
）

　
岸
　
田
　
美
子
「
紅
葉
と
鏡
花
」
（
六
）

　
市
　
原
　
豊
　
太
「
天
才
泉
鏡
花
」
（
六
）

　
吉
　
田
　
精
　
一
　
「
鏡
花
の
観
念
小
説
」
（
六
）

　
勝
　
本
　
清
一
郎
「
鏡
花
の
異
神
像
」
（
一
〇
）

　
中
　
河
　
与
　
一
　
「
鏡
花
の
ロ
マ
ソ
チ
シ
ズ
ム
」
（
五
）

　
↓
↓
井
　
重
義
「
泉
鏡
花
半
生
譜
」
（
八
）

　
岩
　
沙
　
慎
　
一
　
「
鏡
花
物
の
上
演
－
新
派
小
史
」
（
九
）

　
高
田
瑞
穂
「
冠
弥
左
衛
門
」
（
六
）

　
長
田
幹
彦
「
照
葉
狂
言
」
（
三
）

　
宮
島
夏
樹
「
湯
島
詣
」
（
七
）

　
坂
本
　
浩
「
高
野
聖
」
（
七
）

　
福
田
清
人
「
風
流
線
」
（
五
）

　
安
田
保
雄
「
婦
系
図
」
（
七
）

　
井
沢
　
淳
「
『
歌
行
燈
』
に
お
げ
る
映
画
的
表
現
」
（
三
）

　
橋
本
芳
一
郎
「
『
日
本
橋
』
鑑
賞
－
近
代
と
非
近
代
」
（
六
）

　
石
橋
万
喜
夫
「
『
夜
行
巡
査
』
『
外
科
室
』
」
（
六
）

川
　
端
　
康
　
成
　
「
新
文
章
講
座
勾
」
（
「
文
芸
往
来
」
３
１
７
、
昭
２
４
・

　
　
　
　
　
　
　
　
７
・
１
、
五
）

村
　
松
定
　
孝
「
『
歌
行
燈
』
の
世
界
」
（
「
明
治
大
正
文
学
研
究
」
２
、

　
　
　
　
泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

雅

１－ノ

里
　
見

目
　
夏

十
和
田

谷村

Ｘ松

三
　
好

勝
　
本

興
津

滉聾

秋
之
介

　
　
操

陸梢

男風

行
　
雄

清
一
郎

要

昭
２
４
・
１
２
・
５
、
七
）

「
不
安
な
魂
の
文
学
－
鏡
花
小
照
」
（
「
文
学
集
団
」
３

１
３
、
昭
２
５
・
３
・
３
０
、
五
）

〕
一
人
の
作
家
」
（
「
文
芸
」
７
１
４
、
昭
２
５
・
４
・
１
、

八
、
河
出
書
房
）

「
泉
鏡
花
論
」
（
「
明
治
大
正
文
学
研
究
」
３
、
昭
２
５
・

５
・
３
０
、
一
四
）

「
押
入
の
中
の
鏡
花
先
生
」
（
「
小
説
新
潮
」
４
－
ｕ
、

昭
２
５
・
１
０
・
１
、
一
四
）

「
〈
一
編
集
者
の
回
想
Ｈ
ｖ
泉
鏡
花
」
（
「
図
書
」
１
３
、
昭

２
５
・
ｕ
・
５
、
一
）

「
鏡
花
世
界
の
美
学
」
（
「
北
国
文
化
」
５
９
、
昭
２
５
・
ｕ

・
３
０
、
五
、
北
国
新
聞
杜
）

「
〈
近
代
作
家
伝
内
〉
泉
鏡
花
」
（
「
新
潮
」
４
８
１
３
、
昭

２
６
・
２
・
１
、
　
一
七
）

「
泉
鏡
花
に
お
げ
る
〈
虚
構
〉
の
意
味
」
（
「
国
語
と
国

文
学
」
２
８
１
３
、
昭
２
６
・
３
・
１
、
二
二
）

「
泉
鏡
花
作
『
婦
系
図
』
」
（
「
図
書
」
１
８
、
昭
２
６
・
３
・

５
、
三
）

「
『
外
科
室
』
の
一
考
察
－
江
戸
小
市
民
鏡
花
論
」
（
「
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二



　
　
　
　
泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

　
　
　
　
　
　
　
本
文
学
教
室
」
９
、
昭
２
６
・
４
・
１
、
六
）

村
松
定
孝
「
泉
鏡
花
『
高
野
聖
』
」
（
「
明
治
大
正
文
学
研
究
」
５
、

　
　
　
　
　
　
　
昭
２
６
・
４
・
３
０
、
五
）

興
津
　
　
要
「
鏡
花
研
究
序
説
」
（
「
国
文
学
研
究
」
４
、
昭
２
６
．
６

　
　
　
　
　
　
　
　
・
２
５
、
一
〇
）

細
野
燕
台
、
深
田
久
弥
　
「
【
対
談
】
鏡
花
の
思
い
出
」
（
「
北
国
文
化
」
６
７
、

　
　
　
　
　
　
　
昭
２
６
・
７
・
３
０
、
七
）

三
　
好

村
　
松

村
　
松

喜
多
村

村
　
松

ポ
木

本
　
野

行定定緑定良豊

雄孝孝郎孝雄子

「
泉
鏡
花
を
め
ぐ
っ
て
１
続
『
虚
構
』
の
意
味
」
（
「
文

学
」
１
９
ｌ
ｕ
、
昭
２
６
・
ｕ
・
１
０
、
一
〇
）

「
泉
鏡
花
研
究
序
説
」
（
「
文
学
者
」
２
１
、
昭
２
７
．
３
．

５
、
一
八
）

「
『
滝
の
白
糸
』
と
支
那
劇
」
（
「
歴
史
」
１
１
４
、
昭
２
７

・
４
・
１
、
三
）

「
『
婦
系
図
』
の
思
い
出
１
『
湯
島
境
内
の
場
』
誕
生
記
」

（
「
話
」
２
１
１
０
、
昭
２
７
・
１
０
・
１
、
九
）

「
尾
崎
紅
葉
と
泉
鏡
花
」
（
「
明
治
大
正
文
学
研
究
」
９
、

昭
２
７
・
１
２
・
２
５
、
一
〇
）

「
鏡
花
文
学
の
伝
統
」
（
「
国
文
論
叢
」
１
、
昭
２
８
．
６

・
１
、
一
一
）

「
〈
近
代
文
学
史
料
研
究
・
日
本
文
学
篇
第
百
十
八
回
Ｖ

、

４田村佐中村伊丹登伊

山中松藤谷松藤羽張藤

定春弘定文正

清純孝夫通孝整雄実整
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二

泉
鏡
花
」
（
「
学
苑
」
ｍ
、
昭
２
８
・
８
・
１
、
八
）

「
漂
泊
の
文
学
」
（
「
文
庫
」
２
３
、
昭
２
８
・
８
．
１
０
、
三
）

「
幸
福
た
作
家
泉
鏡
花
」
（
「
小
説
新
潮
」
７
１
ｕ
、
昭

２
８
・
９
・
１
、
九
）

「
泉
鏡
花
は
『
義
血
佼
血
』
を
書
く
と
き
支
那
劇
『
玉

堂
春
』
の
影
響
を
受
げ
た
か
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
３
０

ｌ
ｕ
、
昭
２
８
・
ｕ
・
１
、
八
）

「
旧
稿
異
聞
－
俸
鏡
花
作
『
霊
泉
記
』
に
つ
い
て
」
（
「
群

像
」
９
１
２
、
昭
２
９
・
２
・
１
、
一
四
）

「
泉
鏡
花
書
目
」
（
「
目
本
古
書
通
信
」
１
９
１
９
、
昭
２
９
，

・
９
・
１
５
、
四
）

「
『
新
泉
奇
談
』
は
鏡
花
の
作
か
？
」
（
「
芸
林
閲
歩
」
１

１
１
、
昭
２
９
・
１
０
・
１
５
、
五
）

「
〈
日
本
文
壇
史
第
三
十
七
回
〉
『
不
如
帰
』
の
出
現
」

（
「
群
像
」
１
０
１
１
、
昭
３
０
・
１
・
１
、
一
〇
）

「
〈
わ
が
恋
愛
論
・
第
二
回
〉
美
し
き
結
晶
」
（
「
文
芸
春

秋
」
３
３
１
３
、
昭
３
０
・
２
・
１
、
七
）

「
父
・
竹
風
の
死
」
（
「
文
芸
春
秋
」
３
３
１
５
、
昭
３
０
．

３
・
１
、
三
）

「
〈
日
本
文
壇
史
第
四
十
一
回
〉
『
高
野
聖
』
出
現
の
頃
」



　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
群
像
」
１
０
１
５
、
昭
３
０
・
５
・
１
、
一
一
）

永
　
井
　
龍
　
男
　
「
酒
徒
交
伝
ｏ
Ｉ
酒
の
み
に
は
酒
を
や
め
る
人
を
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
の
が
淋
し
い
」
（
「
文
芸
春
秋
」
３
３
１
９
、
昭
３
０
・
５
・

　
　
　
　
　
　
　
　
１
、
八
）

村
松
定
孝
「
鏡
花
文
学
理
解
の
鍵
Ｈ
Ｉ
憧
慢
と
反
抗
の
文
学
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
て
の
」
（
「
解
釈
」
１
１
１
、
昭
３
０
・
５
・
１
、
二
）

村
松
定
孝
「
鏡
花
文
学
理
解
の
鍵
Ｏ
」
（
「
解
釈
」
１
１
２
、
昭
３
０
・

　
　
　
　
　
　
　
　
６
・
１
、
三
）

柳
田
　
泉
「
鏡
花
憶
語
」
（
「
文
庫
」
４
６
、
昭
３
０
・
７
・
１
０
、
三
）

花
柳
章
太
郎
「
『
歌
行
燈
』
と
桑
名
」
（
「
文
庫
」
４
９
、
昭
３
０
・
１
０
・
１
０
、

　
　
　
　
　
　
　
　
三
）

中
康
弘
通
「
一
葉
と
鏡
花
」
（
「
目
本
古
書
通
信
」
２
０
１
１
０
、
昭
３
０

　
　
　
　
　
　
　
　
・
１
０
・
１
５
、
二
）

村
松
定
孝
「
作
家
と
文
壇
の
相
関
々
係
に
就
い
て
ー
泉
鏡
花
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
合
を
例
に
と
っ
て
」
（
「
文
学
研
究
」
１
２
、
昭
３
０
・
１
２
・

　
　
　
　
　
　
　
　
２
４
、
五
）

喜
多
村
緑
郎
、
三
島
由
紀
夫
　
「
【
対
談
】
目
本
の
芸
術
２
」
（
「
群
像
」
ｕ
ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
２
、
昭
３
１
・
２
・
１
、
一
二
）
　
（
注
）
対
談
中
に
小
項
目

　
　
　
　
　
　
　
　
「
泉
鏡
花
の
話
」
が
あ
る
。

村
松
定
孝
「
泉
鏡
花
と
日
本
耽
美
派
－
荷
風
の
帰
朝
、
潤
一
郎
の

　
　
　
　
泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

　
　
　
　
　
　
　
　
出
現
に
よ
る
鏡
花
の
復
活
」
（
「
明
治
大
正
文
学
研
究
」

　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
、
昭
３
１
・
１
０
・
１
０
、
九
）

森
　
　
　
銑
　
三
　
「
新
泉
奇
談
は
鏡
花
の
作
に
あ
ら
ず
」
（
「
目
本
古
書
通

　
　
　
　
　
　
　
　
信
」
２
１
－
ｕ
、
昭
３
１
・
ｕ
・
１
５
、
四
）

森
　
　
　
銑
　
三
　
「
小
さ
た
お
ぼ
え
書
陶
」
（
同
右
、
一
）

沢
　
田
　
瑞
　
穂
　
「
玉
堂
春
散
策
」
（
「
跡
見
学
園
国
語
科
紀
要
」
５
、
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
３
１
・
ｕ
・
３
０
、
一
一
）

森
銑
三
「
小
さ
た
お
ぼ
え
書
内
」
（
「
目
本
古
書
通
信
」
２
１
－
１
２
、

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
３
１
・
１
２
・
１
５
、
一
）

伊
　
藤
　
　
　
整
　
「
〈
日
本
文
壇
史
第
六
十
一
回
Ｖ
尾
崎
江
葉
の
死
期
迫

　
　
　
　
　
　
　
　
る
」
（
「
群
像
」
１
２
－
１
、
昭
３
２
・
１
・
１
、
九
）

村
　
松
　
定
　
孝
　
「
新
泉
奇
談
は
鏡
花
の
作
で
は
あ
る
が
」
（
「
日
本
古
書

　
　
　
　
　
　
　
　
通
信
」
２
２
１
１
、
昭
３
２
・
１
・
１
５
、
四
）

森
　
　
　
銑
　
三
　
「
新
泉
奇
談
の
作
者
は
斜
汀
か
」
（
「
日
本
古
書
通
信
」

　
　
　
　
　
　
　
　
２
２
１
２
、
昭
３
２
・
２
・
１
５
、
三
）

　
　
○
　
　
　
　
　
「
〈
文
壇
拾
遺
〉
鏡
花
の
創
作
癖
」
（
「
群
像
」
１
２
１
３
、

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
３
２
・
３
・
１
、
一
）

「
鏡
花
と
秋
声
の
研
究
」
特
集
（
「
明
治
大
正
文
学
研
究
」
２
１
、
昭
３
２
・
３
・

　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
）

　
吉
田
精
一
「
鏡
花
と
秋
声
」
（
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ニ
ニ



森Ｈ吉
寺興伊蒲手村村吉泉泉村

木津狩生塚松松村松
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泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

定
　
芳
　
「
鏡
花
と
逗
子
と
モ
デ
ル
ー
『
起
請
文
』

　
　
　
・
袖
』
が
で
き
る
ま
で
」
（
五
）

岩

田
　
精

　
　
要

　
　
章

欣
一
郎

昌
　
行

定
　
孝

定
　
孝

博
　
任

鏡
　
花

鏡
　
花

定
　
孝

　
雄

　
Ａ

と
『
舞
の

　
「
泉
鏡
花
と
江
戸
戯
作
」
（
六
）

　
「
斜
汀
泉
豊
春
論
」
（
九
）

　
「
鏡
花
と
金
沢
と
」
（
三
）

　
「
泉
鏡
花
年
譜
」
（
八
）

　
「
鏡
花
年
譜
に
つ
い
て
」
（
一
）

　
「
泉
鏡
花
研
究
参
考
文
献
総
覧
」
（
五
）

　
「
徳
田
秋
声
の
見
た
泉
鏡
花
－
『
婦
系
図
』
と
『
和
解
』

　
と
を
め
ぐ
っ
て
」
（
九
）

　
「
『
白
鬼
女
物
語
』
（
未
発
表
）
」
（
九
）

　
「
〔
資
料
〕
『
泉
鏡
花
、
父
宛
書
簡
』
」
（
三
）

　
「
〔
解
説
〕
『
白
鬼
女
物
語
』
発
見
に
関
す
る
ノ
ー
ト

　
（
附
・
鏡
花
書
簡
に
つ
い
て
）
」
（
七
）

「
〈
文
学
的
交
遊
録
Ｖ
同
伴
者
の
覚
え
書
」
（
「
文
学
界
」

１
２
１
１
、
昭
３
３
・
１
・
１
、
六
）

「
〈
書
物
の
周
囲
Ｖ
逸
文
捜
索
　
藤
村
・
二
葉
亭
・
鏡
花
」

（
「
目
本
古
書
通
信
」
２
３
１
２
、
昭
３
３
・
２
・
１
５
、
二
）

「
売
笑
婦
と
日
本
文
学
」
（
「
文
庫
」
７
９
、
昭
３
３
・
４
・

１
、
四
）

村高村村吉成

山○塚松松田瀬○
古
　
郷

次定定精正

夫孝孝一勝

森
　
　
　
三
　
郎

村
　
松
　
定
　
孝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四

「
〈
小
説
家
の
俳
句
刈
〉
泉
鏡
花
の
俳
句
」
（
「
鶴
」
１
７
１

７
、
昭
３
３
・
６
・
１
、
七
）

「
〈
書
物
の
周
囲
〉
逸
文
捜
索
　
鏡
花
・
小
国
民
」
（
「
日

本
古
書
通
信
」
２
３
１
６
、
昭
３
３
・
６
・
１
５
、
二
）

「
独
歩
・
鏡
花
の
対
女
性
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
「
近

代
文
学
研
究
」
３
、
昭
３
３
・
６
・
１
５
、
四
）

「
泉
鏡
花
１
『
白
鬼
女
物
語
』
か
ら
『
高
野
聖
』
へ
の
展

開
」
（
「
国
文
学
」
３
－
８
、
昭
３
３
・
７
・
２
０
、
六
）

「
泉
鏡
花
訪
間
の
記
」
（
「
表
象
」
１
、
昭
３
３
・
９
・
５
、

五
）「

川
端
康
成
論
　
泉
鏡
花
と
の
比
較
」
（
「
明
治
大
正
文
学

研
究
」
２
５
、
昭
３
３
・
ｕ
・
２
５
、
八
）

「
〈
殿
様
ぱ
た
し
・
犬
山
藩
の
巻
Ｖ
殿
様
失
格
」
（
「
随
筆

サ
ソ
ケ
イ
」
５
１
１
２
、
昭
３
３
・
１
２
・
１
、
三
）

「
〈
近
代
名
作
モ
デ
ル
事
典
Ｖ
『
婦
系
図
』
『
歌
行
燈
』
『
目

本
橋
』
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
２
４
１
４
、
昭
３
４
・
３
・
５
、

二
・
三
・
二
）

「
〈
『
赤
い
鳥
』
の
寄
稿
家
た
ち
回
〉
泉
鏡
花
」
（
「
日
本

古
書
通
信
」
２
４
１
３
、
昭
３
４
・
３
・
１
５
、
二
）

「
泉
鏡
花
『
婦
系
図
』
の
早
瀬
主
税
」
（
「
国
文
学
」
４



中村手福手村朝村手村

野松塚田塚松田松塚松

博
雄

定
　
孝

昌
　
行

準
之
輔

昌
　
行

定
　
孝

祥
次
郎

定
　
孝

昌
　
行

定
　
孝

－
６
、
昭
３
４
・
４
・
２
０
、
六
）

「
漱
石
と
節
・
鏡
花
」
（
「
青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
紀

要
」
ｕ
、
昭
３
４
・
６
・
３
０
、
一
一
）

「
鏡
花
の
初
期
習
作
『
白
鬼
女
物
語
』
と
『
高
野
聖
」
」

（
「
言
語
と
文
芸
」
１
１
６
、
昭
３
４
・
９
・
１
、
五
）

「
『
高
野
聖
』
成
立
考
い
」
（
「
解
釈
」
５
１
ｕ
・
１
２
、
昭

３
４
・
１
２
・
１
、
六
）

「
鏡
花
文
芸
の
特
質
１
『
高
野
聖
』
試
論
」
（
「
日
本
文
芸

研
究
」
ｕ
Ｉ
４
、
昭
３
４
・
１
２
・
１
０
、
一
六
）

「
『
高
野
聖
』
成
立
考
Ｏ
」
（
「
解
釈
」
６
１
１
、
昭
３
５
・

１
・
１
、
四
）

「
〈
近
代
作
家
誕
生
の
要
因
と
背
景
〉
泉
鏡
花
」
（
「
国
文

学
」
５
１
４
、
昭
３
５
・
２
・
２
０
、
五
）

「
『
歌
行
燈
』
句
釈
・
鑑
賞
１
」
（
「
神
戸
大
学
教
育
学
部

研
究
集
録
」
２
３
、
昭
３
５
・
３
・
２
５
、
一
一
）

「
泉
鏡
花
・
里
見
弾
の
文
体
」
（
「
国
文
学
」
５
－
６
、

昭
３
５
・
４
・
２
０
、
五
）

「
『
高
野
聖
』
成
立
考
臼
」
（
「
解
釈
」
６
１
７
・
８
、
昭

３
５
・
８
・
１
、
六
）

「
泉
鏡
花
と
上
田
秋
成
１
『
雨
月
物
語
』
が
鏡
花
文
学
に

泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

伊福広野村三殿村朝

藤田津田松田田松田

　
　
整

準
之
輔

和
　
郎

宇
太
郎

定英良定

孝彬作孝

祥
次
郎

影
響
を
与
え
た
こ
と
に
関
す
る
一
考
察
」
（
「
学
苑
」
洲
、

昭
３
５
・
８
・
１
、
一
四
）

「
〈
目
本
文
壇
史
第
百
二
回
Ｖ
泉
鏡
花
の
逗
子
転
居
」

（
「
群
像
」
１
５
１
１
０
、
昭
３
５
・
１
０
・
１
、
　
一
〇
）

「
鏡
花
文
芸
の
本
質
と
隈
界
－
『
歌
行
燈
』
を
中
心
に
し

て
」
（
「
目
本
文
芸
研
究
」
１
２
１
４
、
昭
３
５
・
１
２
・
１
０
、

一
七
）

「
年
月
の
あ
し
お
と
い
１
明
治
・
犬
正
・
昭
和
の
文
学

的
思
い
出
」
（
「
群
像
」
１
６
１
１
、
昭
３
６
・
１
・
１
、
八
）

「
〈
東
京
文
学
散
歩
山
の
手
篇
ｖ
本
郷
・
小
石
川
１
」

（
「
文
学
散
歩
」
１
、
昭
３
６
・
１
・
１
、
一
四
）

「
泉
鏡
花
書
簡
考
Ｈ
」
（
「
学
苑
」
洲
、
昭
３
６
・
１
・
１
、

一
一
）

「
泉
鏡
花
序
論
－
歌
行
燈
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
詩
林
折
洞
」

１
、
昭
３
６
・
２
・
２
５
、
一
四
）

「
〈
金
沢
文
学
散
歩
内
Ｖ
泉
鏡
花
の
生
い
た
ち
と
『
照
葉

狂
言
』
」
（
「
あ
ら
う
み
」
洲
、
昭
３
６
・
２
・
２
５
、
一
〇
）

「
泉
鏡
花
書
簡
考
Ｏ
」
（
「
学
苑
」
胴
、
昭
３
６
・
３
・
１
、

九
）「

『
歌
行
燈
』
句
釈
・
鑑
賞
皿
」
（
「
神
戸
大
学
教
育
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五



村村三村村村朝吉村

松松田松松松田本松

泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

　
　
　
　
研
究
集
録
」
２
５
、
昭
３
６
・
３
・
２
５
、
一
二
）

定
　
孝
「
泉
鏡
花
書
簡
考
嘗
」
（
「
学
苑
」
洲
、
昭
３
６
・
５
・
１
、

　
　
　
　
六
）

定
孝
「
〈
作
家
作
品
の
秘
密
的
〉
泉
鏡
花
上
京
一
年
の
生
活
」

　
　
　
　
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
２
６
１
６
、
昭
３
６
・
５
・
１
、
三
）

英
彬
「
鏡
花
『
戦
国
茶
漬
』
論
」
（
「
詩
林
派
洞
」
２
、
昭
３
６

　
　
　
　
・
７
・
３
１
、
七
）

定
　
孝
　
「
泉
鏡
花
の
復
活
－
大
正
期
に
於
げ
る
そ
の
創
作
活
動

　
　
　
　
に
つ
い
て
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
３
８
１
１
０
、
昭
３
６
・
１
０

　
　
　
　
・
１
、
八
）

定
孝
「
鏡
花
『
縁
結
び
』
草
稿
と
刊
本
の
異
同
」
（
「
学
苑
」

　
　
　
　
洲
、
昭
３
７
・
１
・
１
、
一
〇
）

定
孝
「
泉
鏡
花
と
金
沢
」
（
「
国
文
学
」
７
１
４
、
昭
３
７
．
３

　
　
　
　
・
１
、
六
）

祥
次
郎
「
『
歌
行
燈
』
句
釈
・
鑑
賞
皿
」
（
「
神
戸
大
学
教
育
学
部

　
　
　
　
研
究
集
録
」
２
７
、
昭
３
７
・
３
・
２
５
、
一
四
）

隆
　
明
「
言
葉
に
と
っ
て
美
と
は
な
に
か
」
（
「
試
行
」
４
、
昭

　
　
　
　
３
７
・
４
・
３
０
、
一
九
）

定
孝
「
足
で
書
く
論
文
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
２
７
１
６
、
昭
３
７

　
　
　
　
・
５
・
１
、
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六

田
　
中
　
保
　
隆
　
「
作
家
論
の
ま
と
め
方
」
（
同
右
、
七
）

山
内
金
三
郎
「
泉
先
生
」
（
「
こ
れ
く
し
ょ
ん
」
１
３
、
昭
３
７
・
５
．
１
０
、

　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
ギ
ャ
ラ
リ
ｉ
吾
八
）

山
内
金
三
郎
「
鏡
花
の
著
作
」
（
同
右
、
一
〇
）

村
松
定
孝
「
泉
鏡
花
と
謡
曲
」
（
「
国
文
学
」
７
１
７
、
昭
３
７
．
６

　
　
　
　
　
　
　
　
・
１
、
七
）

村
松
定
孝
「
〈
近
代
名
作
作
中
人
物
事
典
〉
早
瀬
主
税
．
お
蔦
．
酒

　
　
　
　
　
　
　
井
俊
三
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
２
７
１
８
、
昭
３
７
・
７
．
１
、

　
　
　
　
　
　
　
　
二
・
一
・
一
）

奥
野
信
太
郎
、
戸
板
康
二
　
「
Ｒ
対
談
】
鏡
花
・
コ
ク
ト
ー
１
見
た
も
の
聞
い

　
　
　
　
　
　
　
　
た
も
の
」
（
「
芸
能
」
４
１
９
、
昭
３
７
・
８
・
１
５
、
五
）

三
田
英
彬
「
義
血
佼
血
（
滝
の
白
糸
）
初
稿
・
再
稿
・
再
々
稿
の

　
　
　
　
　
　
　
　
問
－
紅
葉
改
変
の
跡
に
つ
い
て
の
検
討
」
（
「
詩
林
派
洞
」

　
　
　
　
　
　
　
　
５
、
昭
３
７
・
８
・
３
１
、
一
六
）

村
松
定
孝
「
泉
鏡
花
書
簡
考
域
」
（
「
学
苑
」
洲
、
昭
３
７
．
９
．
１
、

　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
）

奥
野
信
太
郎
、
戸
板
康
二
　
「
囚
対
談
】
鏡
花
と
谷
崎
と
ー
見
た
も
の
聞
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
」
（
「
芸
能
」
４
１
１
２
、
昭
３
７
・
ｕ
・
１
５
、
五
）

洞
　
外
　
正
　
教
　
「
鏡
花
夫
妻
と
岩
殿
観
音
－
泉
す
£
女
の
想
い
出
を
追

　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
」
（
「
大
法
輸
」
２
９
１
１
２
、
昭
３
７
・
１
２
・
１
、
八
）



　
　
○

笹
沢

村
　
松

村
　
松

松
　
原

長
　
岡

村
　
松

村
　
松

村
　
松

　
　
　
　
「
泉
鏡
花
と
兎
」
（
「
目
本
古
書
通
信
」
２
８
１
１
、
昭
３
８

　
　
　
　
・
１
・
１
５
、
一
）

美
明
「
ハ
ウ
プ
ト
マ
ソ
作
『
沈
鐘
』
の
翻
訳
に
つ
い
て
－
泉

　
　
　
　
鏡
花
の
長
谷
川
天
渓
に
対
す
る
反
論
」
（
「
学
苑
」
洲
、

　
　
　
　
昭
３
８
・
２
・
１
、
四
）

定
孝
「
『
沈
鐘
』
と
泉
鏡
花
」
（
同
右
、
九
）

定
孝
「
〈
私
小
説
と
ロ
マ
ソ
ス
の
系
譜
Ｈ
Ｖ
田
山
花
袋
・
泉
鏡

　
　
　
　
花
の
方
法
」
（
「
文
学
者
」
６
１
３
、
昭
３
８
・
２
・
１
０
、

　
　
　
　
七
）

純
一
「
鏡
花
文
学
と
民
間
伝
承
と
１
近
代
文
学
の
民
俗
学
的

　
　
　
　
研
究
へ
の
一
つ
の
試
み
」
（
「
相
模
女
子
犬
学
紀
要
」
１
４
、

　
　
　
　
昭
３
８
・
２
・
１
５
、
　
一
五
）

光
郎
「
〈
国
文
ペ
ソ
ク
ラ
ブ
の
頁
Ｖ
鏡
花
・
山
芋
・
電
報
」

　
　
　
　
（
「
国
文
学
」
８
１
４
、
昭
３
８
・
３
・
１
、
二
）

定
　
孝
　
「
〈
私
小
説
と
回
マ
ソ
ス
の
系
譜
ｏ
〉
泉
鏡
花
の
告
白
」

　
　
　
　
（
「
文
学
者
」
６
１
４
、
昭
３
８
・
３
・
１
０
、
九
）

定
孝
「
〈
私
小
説
と
回
マ
ソ
ス
の
系
譜
陶
〉
『
天
守
物
語
』
と

　
　
　
　
『
武
州
公
秘
話
』
」
（
「
文
学
者
」
６
１
６
、
昭
３
８
・
５
・

　
　
　
　
１
０
、
一
〇
）

定
孝
「
〈
私
小
説
と
ロ
マ
ソ
ス
の
系
譜
的
〉
『
高
野
聖
』
と
『
砂

泉
鏡
花
参
考
文
献
目
爆

殿村村手泉三村松手

田松松塚田松原塚

良定定昌鏡英定純隆

作孝孝行花彬孝一義

の
女
』
」
（
「
文
学
者
」
６
１
７
、
昭
３
８
・
６
・
１
０
、
一

三
）「

泉
鏡
花
の
実
際
と
作
品
」
（
「
国
語
国
文
」
３
２
－
７
、

昭
３
８
・
７
・
２
５
、
二
一
）

「
泉
鏡
花
書
簡
考
的
」
（
「
学
苑
」
獅
、
昭
３
８
・
９
・
１
、

一
一
）

「
〈
日
本
近
代
文
学
の
名
著
〉
高
野
聖
・
泉
鏡
花
」
（
「
国

文
学
」
８
１
１
２
、
昭
３
８
・
９
・
２
０
、
二
）

「
泉
鏡
花
と
森
田
思
軒
」
（
「
国
文
学
研
究
」
２
８
、
昭
３
８

・
９
・
２
０
、
二
二
）

「
〔
新
資
料
〕
泉
鏡
花
・
未
発
表
原
稿
・
蝦
膜
法
師
」

（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
２
８
１
１
２
、
昭
３
８
・
１
０
・
１
、
五
）

「
『
蝦
膜
法
師
』
に
つ
い
て
」
（
同
右
、
四
）

「
『
黒
壁
』
は
『
妖
僧
記
』
に
非
ず
１
春
陽
堂
版
『
鏡
花

全
集
総
目
録
』
の
誤
記
を
め
ぐ
っ
て
」
（
同
右
、
三
）

「
鏡
花
文
学
と
民
問
伝
承
と
ｏ
－
『
高
野
聖
』
余
説
」

（
「
相
模
女
子
大
学
紀
要
」
１
６
、
昭
３
８
・
１
０
・
３
１
、
九
）

「
〈
わ
た
し
の
愛
読
す
る
作
品
の
〉
『
高
野
聖
』
と
『
湯
女

の
魂
』
」
（
「
立
教
大
学
日
本
文
学
」
ｕ
、
昭
３
８
・
ｕ
・

２
５
、
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



大沢高松村橋村吉吉吉

石野田村松本松村村村

泉
鏡
花
参
考
文
献
目
緑

修
平
「
鏡
花
の
方
法
１
そ
の
錯
覚
主
義
に
つ
い
て
」
（
「
目
本

　
　
　
　
文
学
」
１
２
１
１
２
、
昭
３
８
・
１
２
・
１
、
一
一
）

邦
子
「
泉
鏡
花
の
芸
術
」
（
同
右
、
一
〇
）

瑞
穂
「
〈
近
代
文
学
と
遊
里
・
遊
女
Ｖ
鏡
花
の
文
学
」
（
「
国

　
　
　
　
文
学
」
９
１
２
、
昭
３
９
・
１
・
２
０
、
五
）

　
　
緑
「
田
中
万
逸
氏
の
お
も
ひ
で
」
（
「
目
本
古
書
通
信
」
２
９

　
　
　
　
１
２
、
昭
３
９
・
２
・
１
５
、
二
）

定
孝
「
鏑
木
清
方
と
泉
鏡
花
」
（
「
本
の
手
帖
」
５
１
１
、
昭

　
　
　
　
４
０
・
３
・
１
、
三
）

　
　
佳
　
「
『
照
葉
狂
言
』
に
つ
い
て
」
（
「
目
本
近
代
文
学
」
２
、

　
　
　
　
昭
４
０
・
５
・
２
５
、
九
）

定
　
孝
「
『
照
葉
狂
言
』
と
『
即
興
詩
人
』
の
比
較
文
学
的
考
察

　
　
　
　
－
郷
愁
と
異
国
情
緒
の
出
会
い
に
つ
い
て
」
（
同
右
、

　
　
　
　
一
〇
）

博
任
「
泉
鏡
花
病
誌
－
強
迫
体
験
者
の
世
界
Ｏ
Ｄ
」
（
「
目
本
医

　
　
　
　
事
新
報
」
川
、
昭
４
０
・
６
・
５
、
四
）

博
任
「
泉
鏡
花
病
誌
－
強
迫
体
験
者
の
世
界
の
」
（
「
日
本
医

　
　
　
　
事
新
報
」
一
…
一
、
昭
４
０
・
６
・
１
２
、
二
）

博
任
「
泉
鏡
花
病
誌
－
強
迫
体
験
者
の
世
界
卿
」
（
「
日
本
医

　
　
　
　
事
新
報
」
汕
、
昭
４
０
・
６
・
１
９
、
三
）

吉
　
村

村
　
松

朝
　
田

村
　
松

伊
　
藤

村
　
松

松
　
原

長
谷
川

三
　
好

博
　
任

定
　
孝

祥
次
郎

定
　
孝

　
　
整

定
　
孝

純
　
一

　
　
泉

行
　
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八

「
泉
鏡
花
病
誌
－
強
迫
体
験
者
の
世
界
↑
ｏ
」
（
「
目
本
医

事
新
報
」
舳
、
昭
４
０
・
６
・
２
６
、
三
）

「
泉
鏡
花
と
伊
藤
す
ず
１
白
筆
年
譜
に
秘
め
ら
れ
た
謎

の
解
明
」
（
「
学
苑
」
洲
、
昭
４
０
・
８
・
１
、
七
）

「
『
葛
飾
砂
子
』
考
」
（
「
神
戸
大
学
教
育
学
部
研
究
集
録
」

３
４
、
昭
４
０
・
９
・
２
５
、
一
四
）

「
〈
文
壇
ゴ
シ
ッ
プ
史
第
十
一
回
Ｖ
作
家
の
告
白
の
意
味

１
『
婦
系
図
』
発
想
の
動
機
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
３
０
１

１
４
、
昭
４
０
・
ｕ
・
１
、
二
）

「
〈
目
本
文
壇
史
第
百
五
十
七
回
Ｖ
『
歌
行
燈
』
の
頃
」

（
「
群
像
」
２
１
１
５
、
昭
４
１
・
５
・
１
、
一
一
）

「
”
新
刊
レ
ー
ダ
ー
”
蒲
生
欣
一
郎
著
『
も
う
ひ
と
り
の

泉
鏡
花
』
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
３
１
１
７
、
昭
４
１
．
５
．

１
、
二
）

「
〈
作
家
の
性
意
識
Ｖ
泉
鏡
花
・
永
井
荷
風
」
（
「
解
釈
と

鑑
賞
」
３
１
１
８
、
昭
４
１
・
６
・
１
、
三
）

「
”
ブ
ッ
ク
レ
ピ
ュ
ノ
村
松
定
孝
著
『
泉
鏡
花
』
」
（
「
解

釈
と
鑑
賞
」
３
１
１
１
０
、
昭
４
１
・
８
・
１
、
一
）

「
『
泉
鏡
花
』
批
判
」
（
「
学
苑
」
洲
、
昭
４
１
・
８
・
１
、

六
）



福岡赤木村岡高内村村阿成

田問村松田田松松部瀬
清
　
人
　
「
『
泉
鏡
花
』
の
著
者
と
そ
の
本
の
こ
と
」
（
同
右
、
三
）

保
　
生
　
「
村
松
定
孝
氏
の
『
泉
鏡
花
』
」
（
同
右
、
五
）

　
　
昇
　
「
”
時
評
。
近
代
の
意
味
－
村
松
定
孝
著
『
泉
鏡
花
』
を

　
　
　
　
め
ぐ
っ
て
」
（
「
移
成
」
１
４
１
８
、
昭
４
１
・
８
・
１
、
一
）

　
　
毅
　
「
”
時
の
人
・
時
の
本
。
村
松
定
孝
著
『
泉
鏡
花
』
」
（
「
日

　
　
　
　
本
古
書
通
信
」
３
１
１
９
、
昭
４
１
・
９
・
１
５
、
一
）

定
　
孝
　
「
鏡
花
本
蒐
集
の
思
ひ
出
」
（
同
右
、
一
）

保
　
生
　
「
”
書
評
。
村
松
定
孝
著
『
泉
鏡
花
』
」
（
「
国
文
学
」
ｕ
Ｉ

　
　
　
　
１
０
、
昭
４
１
・
９
・
２
０
、
　
一
）

瑞
　
穂
　
「
”
書
評
。
村
松
定
孝
著
『
泉
鏡
花
』
」
（
「
国
文
学
研
究
」

　
　
　
　
３
４
、
昭
４
１
・
１
０
・
１
、
二
）

　
　
亨
　
「
『
婦
系
図
』
の
モ
デ
ル
」
（
「
学
士
会
会
報
」
脳
、
昭
４
１

　
　
　
　
・
１
０
・
１
５
、
六
）

定
　
孝
　
「
〈
近
代
文
学
と
風
俗
描
写
〉
婦
系
図
・
泉
鏡
花
」
（
「
国

　
　
　
文
学
」
ｕ
１
１
２
、
昭
４
１
・
１
０
・
２
０
、
二
）

定
　
孝
　
「
〈
百
万
人
の
文
学
百
選
〉
泉
鏡
花
・
婦
系
図
」
（
「
解
釈

　
　
　
　
と
鑑
賞
」
３
１
１
１
４
、
昭
４
１
・
ｕ
・
５
、
二
）

正
　
路
　
「
”
書
評
。
村
松
定
孝
著
『
泉
鏡
花
』
」
（
「
国
学
院
雑
誌
」

　
　
　
　
６
７
Ｉ
ｕ
、
昭
４
１
・
ｕ
・
１
５
、
五
）

正
　
勝
　
「
悲
惨
小
説
・
観
念
小
説
の
命
名
に
つ
い
て
」
（
「
東
京

泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

村朝吉吉吉三吉吉村

松田村村村田村村松

定
　
孝

祥
次
郎

博
任

博
任

博
任

英
彬

博
任

博
任

定
　
孝

大
学
教
養
学
部
人
文
科
学
科
紀
要
」
３
９
、
昭
４
１
・
１
２
・

１
０
、
一
七
）

「
芥
川
龍
之
介
と
泉
鏡
花
－
芥
川
の
鏡
花
推
奨
文
を
め

ぐ
っ
て
」
（
「
国
文
学
」
ｕ
１
１
４
、
昭
４
１
・
１
２
・
２
０
、
四
）

「
『
註
文
帳
』
考
」
（
「
甲
南
大
学
文
学
会
論
集
」
３
２
、
昭

４
１
・
１
２
・
２
０
、
　
一
四
）

「
再
説
・
鏡
花
病
誌
０
Ｄ
Ｉ
強
迫
体
験
者
の
世
界
」
（
「
目

本
医
事
新
報
」
閉
、
昭
４
２
・
２
・
ｕ
、
四
）

「
再
説
・
鏡
花
病
誌
の
１
強
迫
体
験
者
の
世
界
」
（
「
日

本
医
事
新
報
」
閉
、
昭
４
２
・
２
・
１
８
、
二
）

「
再
説
・
鏡
花
病
誌
卿
－
強
迫
体
験
者
の
世
界
」
（
「
日

本
医
事
新
報
」
欄
、
昭
４
２
・
２
・
２
５
、
二
）

「
”
書
評
。
村
松
定
孝
著
『
泉
鏡
花
』
に
つ
い
て
」
（
「
国

語
と
国
文
学
」
４
４
１
３
、
昭
４
２
・
３
・
１
、
三
）

「
再
説
・
鏡
花
病
誌
↑
ｏ
Ｉ
強
迫
体
験
者
の
世
界
」
（
「
日

　
　
　
　
　
　
６

本
医
事
新
報
」
脳
、
昭
４
２
・
３
・
４
、
三
）

「
再
説
・
鏡
花
病
誌
伺
－
強
迫
体
験
者
の
世
界
」
（
「
日

本
医
事
新
報
」
閉
、
昭
４
２
・
３
・
ｕ
、
四
）

「
水
上
瀧
太
郎
と
泉
鏡
花
ー
ピ
グ
マ
リ
オ
ソ
と
ガ
ラ
テ

ア
と
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
」
（
「
三
田
文
学
」
５
４
１
５
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
九



蒲舟村笠三手三村村

生橋松原田塚田松松

泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

　
　
　
　
昭
４
２
・
５
・
１
、
九
）

欣
一
郎
　
「
北
海
道
と
泉
鏡
花
」
（
「
講
演
」
…
…
、
昭
４
２
・
６
・
１
、

　
　
　
　
二
）

聖
　
一
　
「
〈
文
芸
的
グ
リ
ソ
プ
ス
舳
〉
文
化
遺
産
と
求
道
」
（
「
風

　
　
　
　
景
」
８
１
６
、
昭
４
２
・
６
・
１
、
三
）

定
孝
「
向
Ｕ
○
声
内
ト
ー
－
声
オ
勺
◎
同
の
弓
目
向
困
－
声
Ｏ
穴

　
　
　
　
○
声
弓
と
泉
鏡
花
の
『
黒
猫
』
の
比
較
文
学
的
考
察
」

　
　
　
　
（
「
学
苑
」
Ｗ
、
昭
４
３
．
１
．
１
、
九
）

伸
　
夫
　
「
泉
鏡
花
論
－
反
時
代
的
な
美
の
様
式
」
（
「
批
評
」
ｕ
、

　
　
　
　
昭
４
３
・
３
・
１
５
、
二
四
）

英
彬
「
表
現
の
芸
術
性
を
支
え
た
構
図
泉
鏡
花
小
論
」
（
「
国

　
　
　
　
語
と
国
文
学
」
４
５
１
４
、
昭
４
３
・
４
・
１
、
二
二
）

昌
　
行
　
「
泉
鏡
花
『
婦
系
図
』
主
題
考
」
（
「
日
本
近
代
文
学
」

　
　
　
　
８
、
昭
４
３
・
５
・
１
５
、
一
〇
）

英
彬
「
〈
現
代
文
学
研
究
の
手
帖
〉
泉
鏡
花
」
（
「
国
文
学
」
１
３

　
　
　
　
１
８
、
昭
４
３
・
６
・
２
５
、
二
）

定
　
孝
　
「
河
竹
繁
俊
先
生
と
泉
鏡
花
－
生
涯
の
恩
人
を
偲
び
て
」

　
　
　
　
（
「
演
劇
学
」
９
、
昭
４
３
・
７
・
３
０
、
四
）

定
　
孝
　
「
自
然
主
義
へ
の
姿
勢
－
鏡
花
・
眉
山
・
秋
声
の
場
合
」

　
　
　
　
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
３
３
ｌ
ｕ
、
昭
４
３
・
９
・
１
、
八
）

村三関中太村河新野村

松田○島田松野保田松

定英

孝彬

良
　
一

河
太
郎

臨
一
郎

定
　
孝

多
恵
子

千
代
子

宇
太
郎

定
　
孝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇

「
泉
鏡
花
『
湯
島
詣
』
考
－
逗
子
書
庫
所
蔵
草
稿
と
刊
－

本
の
異
同
」
（
「
上
智
大
学
国
文
学
論
集
」
２
、
昭
４
３
・

１
０
・
１
５
、
二
一
）

「
〈
明
治
の
文
体
〉
泉
鏡
花
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
３
４
１
１
、

昭
４
４
・
１
・
１
、
九
）

「
”
新
刊
紹
介
。
犬
石
修
平
著
『
泉
鏡
花
論
考
』
」
（
「
都

大
論
究
」
８
、
昭
４
４
・
１
・
１
２
、
二
）

「
〈
文
体
に
み
る
ｍ
人
の
作
家
〉
泉
鏡
花
」
（
「
国
文
学
」

１
４
１
２
、
昭
４
４
・
１
・
２
５
、
二
）

「
白
鳥
の
鏡
花
評
」
（
「
和
洋
国
文
研
究
」
７
、
昭
４
４
・

３
・
１
５
、
八
）

「
泉
鏡
花
の
原
稿
」
（
「
塾
」
３
４
、
昭
４
４
・
４
・
１
、
一
）

「
鏡
花
の
筆
蹟
」
（
「
日
本
古
書
通
信
」
３
４
１
４
、
昭
４
４

・
４
・
１
５
、
一
）

「
鏡
花
と
私
」
（
「
れ
も
ん
」
８
－
５
、
昭
４
４
・
５
・
１
０
、

二
）「

文
学
の
ふ
る
さ
と
金
沢
－
寺
と
砂
丘
に
名
作
を
た
ず

ね
て
」
（
「
｝
Ｈ
内
向
射
」
…
…
、
昭
４
４
・
６
・
１
、
四
）

「
〈
改
稿
東
京
文
学
散
歩
６
〉
神
楽
坂
」
（
同
右
、
九
）

「
〈
作
品
に
見
る
日
本
の
お
ん
な
ｍ
人
Ｖ
『
婦
系
図
』
の



　
　
　
　
　
　
　
　
お
蔦
」
（
「
国
文
学
」
１
４
１
１
４
、
昭
４
４
・
１
０
・
２
５
、
二
）

越
智
治
雄
「
〈
文
学
者
に
お
げ
る
近
代
と
反
近
代
〉
泉
鏡
花
」
（
「
解

　
　
　
　
　
　
　
　
釈
と
鑑
賞
」
３
４
１
１
２
、
昭
４
４
・
ｕ
・
１
、
五
）

村
松
定
孝
「
中
村
星
湖
と
泉
鏡
花
」
（
「
早
稲
田
文
学
」
７
次
１
－

　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
、
昭
４
４
・
ｕ
・
１
、
三
）

村
松
定
孝
「
泉
鏡
花
書
簡
考
拾
遺
」
（
「
上
智
大
学
国
文
学
論
集
」

　
　
　
　
　
　
　
　
３
、
昭
４
４
・
ｕ
・
３
０
、
二
二
）

小
野
寺
　
　
　
凡
※
「
泉
鏡
花
の
リ
ア
リ
ズ
ム
」
（
「
評
言
と
構
想
」
１
、

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
４
４
・
ｕ
、
二
）

相
馬
庸
郎
「
”
書
評
。
大
石
修
平
著
『
泉
鏡
花
論
考
』
」
（
「
文
学
」
３
７

　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
２
、
昭
４
４
・
１
２
・
１
０
、
五
）

小
野
寺
　
　
　
凡
※
「
樗
牛
と
泉
鏡
花
」
（
「
評
言
と
構
想
」
２
、
昭
４
４
・

　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
、
四
）

村
松
定
孝
「
〔
資
料
紹
介
〕
泉
鏡
花
書
簡
解
題
」
（
「
文
学
」
３
８
１
２
、

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
４
５
・
２
・
１
０
、
一
二
）

泉
鏡
花
残
後
三
十
年
特
別
号
（
「
石
川
近
代
文
学
館
ニ
ュ
ー
ス
」
３
、
昭
４
５

・
３
・
１
０
）

　
村
松
定
孝
「
『
滝
の
白
糸
』
の
永
遠
性
」
（
一
）

　
泉
　
　
　
名
　
月
　
「
鏡
花
の
こ
と
ど
も
」
（
三
）

　
黒
田
桜
の
園
「
鏡
花
忌
」
（
一
）

　
　
　
　
泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

、

４佐南橋新
村手関浅新

林武秋本保○○
松塚井保

輝
冶

　
猛
二
郎

　
草
　
子

　
良
　
一

　
千
代
子

定
　
孝

昌
　
行

良
　
一

　
　
清

千
代
子

「
、
・
・
ス
・
ポ
ー
ト
ル
と
そ
の
周
辺
１
『
鏡
花
年
譜
』
考

証
の
一
部
」
（
四
）

「
『
風
流
線
』
の
土
地
・
人
物
の
原
拠
に
つ
い
て
」

　
（
一
）

「
鏡
花
世
界
の
文
学
散
歩
」
（
一
）

「
鏡
花
文
学
散
歩
－
麻
畔
と
鏡
花
」
（
一
）

　
「
『
鬼
ゆ
り
』
に
よ
せ
て
」
（
一
）

「
鏡
花
展
展
示
目
録
」
（
一
）

「
泉
鏡
花
蒐
書
目
録
」
（
一
）

「
泉
鏡
花
研
究
の
理
状
と
そ
の
未
来
像
－
三
好
行
雄
氏

の
『
批
判
』
に
答
え
て
」
（
「
文
学
論
藻
」
４
４
、
昭
４
５
・

３
・
２
５
、
二
〇
）

「
泉
鏡
花
『
照
葉
狂
言
』
成
立
考
」
（
「
目
本
近
代
文
学
」

１
２
、
昭
４
５
・
５
・
２
０
、
二
二
）

「
鏡
花
に
お
げ
る
美
と
反
俗
１
『
鏡
花
世
界
』
へ
の
序

章
」
（
「
国
文
学
」
１
５
１
８
、
昭
４
５
・
６
・
２
０
、
七
）

「
〈
狂
気
の
ロ
マ
ソ
ｖ
泉
鏡
花
・
白
鷺
」
（
「
国
文
学
」
１
５

１
ｕ
、
昭
４
５
・
８
・
２
０
、
五
）

「
資
料
紹
介
」
（
「
石
川
近
代
文
学
館
ニ
ュ
ー
ス
」
４
、

昭
４
５
・
９
・
２
０
、
　
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一



　
　
　
　
　
泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

川
村
二
郎
「
幻
想
小
説
論
序
説
－
あ
る
い
は
泉
鏡
花
の
世
界
」
（
「
群

　
　
　
　
　
　
　
　
像
」
２
５
１
１
０
、
昭
４
５
・
１
０
・
１
、
一
四
）

村
松
定
孝
「
〔
資
料
〕
泉
鏡
花
逸
文
三
篇
」
（
「
上
智
大
学
国
文
学
論

　
　
　
　
　
　
　
　
集
」
４
、
昭
４
５
・
ｕ
・
２
０
、
一
八
）

石
川
淳
、
三
島
由
紀
夫
　
「
Ｒ
対
談
】
破
裂
の
た
め
に
集
中
す
る
」
（
「
中
央
公

　
　
　
　
　
　
　
　
論
」
８
５
１
１
２
、
昭
４
５
・
１
２
・
１
、
一
三
）
（
注
）
対
談
中
、

　
　
　
　
　
　
　
　
小
項
目
「
泉
鏡
花
の
こ
と
」
が
あ
る
。

村
松
定
孝
「
紅
葉
と
鏡
花
－
紅
葉
の
史
的
意
義
と
『
三
人
の
盲
の

　
　
　
　
　
　
　
　
話
』
に
つ
い
て
」
（
「
学
苑
」
洲
、
昭
４
６
・
１
・
１
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
一
）

武
田
勝
彦
「
〈
近
代
作
家
と
西
欧
文
学
〉
泉
鏡
花
」
（
「
国
文
学
」
１
６

　
　
　
　
　
　
　
　
１
３
、
昭
４
６
・
２
・
２
０
、
二
）

あ
き
や
ま
み
つ
は
る
　
「
〈
現
代
文
学
者
の
病
蹟
鯛
〉
泉
鏡
花
－
強
迫
体
験
者

　
　
　
　
　
　
　
　
の
描
い
た
幻
想
の
世
界
」
（
「
中
外
医
薬
」
２
４
１
３
、
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
４
６
・
３
・
１
０
、
四
）

天
沢
退
二
郎
「
悪
夢
の
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
の
た
め
の
覚
書
」
（
「
現
代
詩

　
　
　
　
　
　
　
　
手
帖
」
１
４
－
４
、
昭
４
６
・
４
・
１
、
二
一
）

大
江
良
太
郎
「
句
散
策
陽
炎
」
（
「
百
味
」
閉
、
昭
４
６
・
４
・
１
、

　
　
　
　
　
　
　
　
四
）

渋
　
沢
　
龍
　
彦
　
「
”
書
評
。
ユ
ニ
ー
ク
な
鏡
花
観
・
吉
村
博
任
著
『
泉
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
三

　
　
　
　
　
　
　
　
花
－
芸
術
と
病
理
』
」
（
「
海
」
３
１
５
、
昭
４
６
・
５
・
１
、

　
　
　
　
　
　
　
　
二
）

篠
　
田
　
一
　
士
　
「
泉
鏡
花
の
位
置
」
（
「
す
ぱ
る
」
４
、
昭
妬
・
５
・
１
、

　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
）

大
久
保
智
弘
「
鏡
花
世
界
の
構
造
」
（
「
立
教
大
学
日
本
文
学
」
２
６
、

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
４
６
・
６
・
３
０
、
一
〇
）

吉
　
村
　
博
　
任
　
「
泉
鏡
花
－
離
人
症
に
つ
い
て
」
（
「
毘
代
の
エ
ス
プ
リ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
５
１
、
昭
４
６
・
７
・
１
、
一
二
）
☆
『
泉
鏡
花
－
芸
術
と
病

　
　
　
　
　
　
　
　
理
』
昭
４
５
・
１
０
・
１
５
、
金
剛
出
版
新
杜

多
　
田
　
裕
　
計
　
「
古
寺
巡
礼
－
岩
殿
寺
」
（
「
宝
心
」
１
、
昭
４
６
・
７
・

　
　
　
　
　
　
　
　
２
２
、
五
、
岩
殿
寺
宝
心
会
）

洞
外
　
正
　
教
　
「
鏡
花
夫
妻
と
岩
殿
観
音
－
泉
す
父
女
の
想
い
出
を
追

　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
」
（
同
右
、
八
）
☆
「
大
法
輸
」
昭
３
７
・
１
２
・
１

大
　
江
　
良
太
郎
　
「
句
散
策
　
う
す
も
の
」
（
「
百
味
」
閉
、
昭
４
６
・
８
・

　
　
　
　
　
　
　
　
１
、
三
）

泉
鏡
花
　
妖
葵
と
幻
想
の
魔
術
師
（
「
別
冊
現
代
詩
手
帖
」
１
１
１
、
昭
４
７

・
１
・
１
）

　
種
村
季
弘
「
水
中
花
変
幻
泉
鏡
花
に
つ
い
て
」
（
二
一
）

　
天
　
沢
　
退
二
郎
　
「
寒
さ
か
ら
嚢
を
経
て
出
水
ま
で
－
泉
鏡
花
に
お
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
く
書
く
こ
と
Ｖ
の
は
じ
ま
り
」
（
六
）



菅
　
原

草
　
森

寺
田
透
、

笠長三泉斎吉水里里長

原尾田藤井上見見田

孝
雄
「
魔
術
の
場
の
森
へ
１
『
妙
の
宮
』
『
蛇
く
ひ
』
（
両
頭

　
　
　
　
蛇
）
以
前
の
こ
と
」
（
二
一
）

紳
　
一
　
「
宮
娃
の
歌
－
李
賀
と
『
春
昼
』
」
（
二
〇
）

篠
田
一
士
、
川
村
二
郎
　
「
【
鼎
談
】
こ
と
ぱ
の
魔
術
師
鏡
花
」

　
　
　
　
（
二
〇
）

伸
　
夫

　
　
雄

英
彬

名
　
月

信
　
策

　
　
勇

瀧
太
郎

　
　
弾

　
　
醇

幹
彦

「
鏡
花
的
美
の
方
法
」
（
一
一
）

「
さ
ま
ざ
ま
の
不
能
の
涯
－
泉
鏡
花
の
場
合
」
（
八
）

「
『
照
葉
婆
言
』
の
基
盤
と
鏡
花
文
学
の
エ
ロ
ス
」
（
一

六
）「

羽
つ
き
・
手
が
ら
・
鼓
の
緒
」
（
一
四
）

「
泉
鏡
花
と
ロ
マ
ソ
チ
ク
」
（
二
一
）
☆
「
太
陽
」
明
４
０

・
９
．
１
～
０
．
１

　
　
　
　
１

「
鏡
花
礼
讃
」
（
一
）
☆
「
新
小
説
」
大
１
４
・
５
・
１

「
鏡
花
世
界
瞥
見
」
（
一
五
）
☆
「
中
央
公
論
」
昭
４
・

ｑ
リ
　
■
　
１

「
泉
先
生
」
（
三
）
☆
「
図
書
」
昭
１
５
・
３
・
５

「
先
生
の
好
悪
感
」
（
二
）
☆
岩
波
日
版
「
鏡
花
全
集
月

報
」
８
、
昭
１
６
・
３

「
泉
鏡
花
」
（
二
一
）
☆
『
文
豪
の
素
顔
』
昭
２
８
・
ｕ
・

２
５
、
要
書
房

泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

寺
　
木

神
　
西

長
谷
川

鏑小
－

芥柳田和生辻新堀

木村Ｈノ田岡田田居

定
　
芳

　
　
清

時
　
雨

清
方

雪
岱

龍
之
介

国
　
男

嶺
雲

久
太
郎

長
　
江

　
　
潤

　
　
格

辰
　
雄

「
鏡
花
と
執
筆
」
（
四
）
　
☆
『
人
、
泉
鏡
花
』
昭
１
８
・
９

・
５
、
武
蔵
書
房

「
鏡
花
風
土
記
抄
」
（
四
）
　
☆
岩
波
旧
版
「
鏡
花
全
集
月

報
」
２
３
、
昭
１
７
・
７

「
水
色
情
緒
」
（
二
）
　
☆
岩
波
旧
版
「
鏡
花
全
集
月
報
」

１
０
、
昭
１
６
・
６

「
思
ひ
出
今
昔
」
（
三
）
☆
「
図
書
」
昭
１
５
・
３
・
５

「
泉
鏡
花
先
生
の
こ
と
」
（
四
）
☆
「
ホ
ー
ム
ラ
イ
フ
」

昭
１
４
・
ｎ
・
１

「
鏡
花
全
集
開
口
」
（
二
）
☆
「
新
小
説
」
大
１
４
・
５
・
１

「
這
箇
鏡
花
観
」
（
二
）
☆
「
新
小
説
」
大
１
４
・
５
・
１

「
泉
鏡
花
」
（
一
）
☆
「
青
年
文
」
明
２
８
・
７
・
１
０

「
悲
痛
の
感
激
、
悲
痛
の
快
感
」
（
二
）
　
☆
『
獄
窓
か

ら
』
昭
２
・
３
・
１
０
、
労
働
運
動
杜

「
泉
鏡
花
氏
の
小
説
を
論
ず
」
（
九
）
　
☆
「
新
小
説
」

明
４
４
・
６
・
１

「
鏡
花
礼
讃
」
（
六
）
☆
「
新
小
説
」
大
１
４
・
５
・
１

「
『
彩
色
人
情
本
』
『
爪
び
き
』
『
身
延
の
鶯
』
等
」
（
四
）

☆
「
新
小
説
」
大
１
４
・
５
・
１

「
『
貝
の
穴
に
河
童
が
ゐ
る
』
」
（
一
）
　
☆
「
新
潮
」
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
二
…



中小
－

谷佐佐Ｈノ三泉

河林崎藤藤端田
泉
鏡
花
参
考
文
献
目
像

与
　
一

秀
　
雄

潤
一
郎

春春康英鏡

夫夫成彬花

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ソ

長
谷
川
　
　
　
泉

小
　
林
　
輝
　
冶

　
７
・
１
１
・
１
、
原
題
は
コ
…
の
作
品
に
就
い
て
」

　
「
鏡
花
の
ロ
マ
ソ
チ
シ
ズ
ム
」
（
五
）
　
☆
「
解
釈
と
鑑

　
賞
」
昭
２
４
・
５
・
１

　
「
鏡
花
の
死
其
他
」
（
五
）
☆
「
文
芸
春
秋
」
昭
１
４
・
１
０

　
・
１
、
原
題
は
「
言
葉
に
つ
い
て
」

　
「
純
粋
に
『
目
本
的
』
た
『
鏡
花
世
界
』
」
（
二
）
☆
「
図

　
書
」
昭
１
５
・
３
・
５

　
「
『
薄
紅
梅
』
の
作
者
室
言
ふ
」
（
四
）
☆
「
東
京
日
日

　
新
聞
」
昭
ｕ
・
１
２
・
２
９
～
３
１

　
「
鏡
花
先
生
を
追
慕
す
」
（
四
）
☆
「
文
芸
春
秋
」
昭
１
４

　
．
Ｏ
．
１

　
　
１

　
「
『
櫛
笥
集
』
た
ぞ
」
（
三
）
☆
「
新
小
説
」
大
１
４
・
５
・

　
１

　
「
鏡
花
自
筆
年
譜
・
補
」
（
一
八
）

　
「
〔
新
資
料
〕
鏡
花
ノ
オ
ト
大
正
末
～
昭
和
初
」
（
三
）

　
「
〈
目
本
文
学
を
読
む
第
一
回
〉
泉
鏡
花
」
（
「
波
」
６

１
１
、
昭
４
７
・
１
・
１
、
二
）

「
〈
回
想
・
こ
の
一
冊
¢
功
Ｖ
泉
鏡
花
著
・
薄
紅
梅
」
（
「
国

文
学
」
１
７
１
１
、
昭
４
７
・
１
・
２
０
、
二
）

「
泉
鏡
花
と
キ
リ
ス
ト
教
１
『
鏡
花
』
私
注
・
そ
の
１
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
西

　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
国
語
研
究
」
９
、
昭
４
７
・
２
・
２
８
、
二
、
石
川
県

　
　
　
　
　
　
　
　
高
等
学
校
国
語
教
育
研
究
会
）

安
藤
幸
　
輔
　
「
泉
鏡
花
に
み
る
短
篇
小
説
の
方
法
」
（
「
語
文
論
叢
」

　
　
　
　
　
　
　
　
１
、
、
昭
４
７
・
３
・
１
、
一
八
）

伊
　
藤
　
敬
　
　
　
「
観
念
小
説
時
代
の
泉
鏡
花
」
（
「
法
政
大
学
教
養
部
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
要
」
１
６
、
昭
４
７
・
３
・
３
１
、
一
七
）

川
端
康
成
「
作
家
論
抄
・
泉
鏡
花
」
（
「
新
潮
」
６
９
１
６
、
昭
４
７
・

　
　
　
　
　
　
　
　
６
・
１
、
二
）
　
☆
「
新
小
説
」
大
１
４
・
５
・
１
、
原
題
は

　
　
　
　
　
　
　
　
「
『
櫛
笥
集
』
な
ぞ
」

洞
　
外
　
正
。
教
　
「
泉
鏡
花
先
生
と
岩
殿
寺
」
（
「
宝
心
」
２
、
昭
４
７
・
６

　
　
　
　
　
　
　
　
・
１
５
二
）

里
見
弾
、
寺
木
定
芳
、
戸
板
康
二
　
「
囚
対
談
】
鏡
花
先
生
を
偲
ん
で
」
　
（
同

　
　
　
　
　
　
　
　
右
、
一
四
）

　
　
○
　
　
　
　
　
「
泉
鏡
花
先
生
と
句
碑
」
（
同
右
、
一
）

村
松
定
孝
「
泉
鏡
花
１
『
琵
琶
伝
』
と
『
海
城
発
電
』
」
（
「
解
釈
と

　
　
　
　
　
　
　
　
鑑
賞
」
３
７
１
１
０
、
昭
４
７
・
８
・
１
、
四
）

森
銑
三
「
泉
鏡
花
の
『
妖
術
』
」
（
「
も
も
ん
が
」
１
６
１
８
、
昭
４
７

　
　
　
　
　
　
　
　
・
８
・
１
、
三
）

平
野
謙
、
奥
野
健
男
、
巌
谷
大
四
　
「
【
座
談
会
】
日
本
文
壇
九
十
年
の
過
去

　
　
　
　
　
　
　
　
帳
」
（
「
別
冊
新
評
」
５
１
３
、
昭
４
７
・
８
・
１
０
、
二
〇
）



徳関三村三三三

○田田松瓶瓶瓶
　
　
　
　
（
注
）
座
談
会
中
、
小
項
目
「
冷
徹
だ
っ
た
才
人
、
泉
鏡
花
」
が

　
　
　
　
あ
る
。

　
　
　
　
「
有
難
う
と
一
語
静
か
な
臨
終
－
逝
げ
る
鏡
花
氏
」
（
同

　
　
　
　
右
、
一
）
☆
「
読
売
新
聞
」
昭
１
４
・
９
．
８

秋
声
「
亡
鑑
花
君
を
語
る
」
（
同
右
、
四
）
☆
「
改
造
」
昭
１
４
．

　
　
　
　
０
．
１

　
　
　
　
１

良
一
「
泉
鎧
花
１
『
高
野
聖
』
を
視
座
と
し
て
」
（
「
国
文
学
」

　
　
　
　
１
７
－
１
１
、
昭
４
７
・
９
・
２
０
、
五
）

英
彬
「
秋
成
と
鏡
花
」
（
「
別
冊
現
代
詩
手
帖
」
１
１
３
、
昭

　
　
　
　
４
７
・
１
０
・
２
０
、
一
三
）

定
孝
「
泉
鏡
花
と
上
田
秋
成
１
『
雨
月
物
語
』
が
鏡
花
文
学
に
。

　
　
　
　
影
響
を
与
え
た
こ
と
に
関
す
る
一
考
察
」
　
（
同
右
、
一

　
　
　
　
三
）
☆
「
学
苑
」
昭
３
５
・
８
．
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

達
司
「
鏡
花
作
品
に
お
げ
る
能
と
狂
言
上
」
（
「
宝
生
」
２
１
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
ｕ
、
昭
４
７
・
ｕ
・
１
５
、
七
）
　
（
注
）
本
文
の
標
題
に
上
下

　
　
　
　
の
区
別
な
し
、
目
次
に
よ
っ
て
補
う
。

達
司
「
『
高
野
聖
』
の
典
凱
に
つ
い
て
」
（
「
解
釈
」
１
８
１
１
３
、

　
　
　
　
昭
４
７
・
１
２
・
１
、
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

達
司
「
鏡
花
作
品
に
お
げ
る
能
と
狂
言
下
」
（
「
宝
生
」
２
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
１
２
、
昭
４
７
・
１
２
・
１
５
、
四
）
　
（
注
）
本
文
の
標
題
に
上
下

泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

　
　
　
　
　
　
　
　
の
区
別
た
し
、
目
次
に
よ
っ
て
補
う
。

笠
　
原
　
伸
　
夫
　
「
泉
鏡
花
と
夢
」
（
「
伝
統
と
現
代
」
　
４
１
１
、
昭
４
８
・

　
　
　
　
　
　
　
　
１
・
１
、
七
）

村
松
　
定
　
孝
　
「
〈
現
代
作
家
に
お
げ
る
狂
気
と
創
造
性
Ｖ
泉
鏡
花
」
（
「
解

　
　
　
　
　
　
　
　
釈
と
鑑
賞
」
３
８
１
２
、
昭
４
８
・
１
・
５
、
八
）

岩
　
井
　
　
　
寛
　
「
泉
鏡
花
・
萩
原
朔
太
郎
－
神
経
症
と
創
造
性
」
（
同
右
、

　
　
　
　
　
　
　
　
四
）

三
　
田
　
英
　
彬
　
「
泉
鏡
花
に
お
げ
る
幻
想
と
美
」
　
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
３
８

　
　
　
　
　
　
　
　
１
３
、
昭
４
８
・
２
・
１
、
八
）

三
瓶
達
司
「
鏡
花
作
品
に
お
げ
る
い
わ
ゆ
る
謡
曲
的
表
現
に
っ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
て
」
（
「
目
白
学
園
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
」
９
、
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
４
８
・
３
・
１
５
、
八
）

国
司
雅
子
「
泉
鏡
花
研
究
１
『
売
色
鴨
南
蛮
』
と
『
負
債
』
の
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
」
（
「
東
洋
大
学
短
期
大
学
論
集
日
本
文
学
篇
」
９
、

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
４
８
・
３
・
２
５
、
一
〇
）

奥
村
美
知
子
　
「
泉
鏡
花
研
究
－
浮
世
絵
趣
味
と
文
学
（
要
旨
）
」
（
同
右
、

　
　
　
　
　
　
　
　
一
）

小
島
信
夫
「
〈
私
の
作
家
評
伝
Ｖ
泉
鏡
花
－
神
を
よ
ぶ
姿
」
（
「
潮
」

　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
、
昭
４
８
・
５
・
１
、
一
九
）

唯
美
の
系
譜
－
泉
鏡
花
と
谷
崎
潤
一
郎
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
３
８
１
８
、
昭
４
８
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五



６
・
１
）

　
高
　
田

野
　
村

大
久
保

松
　
本

野
　
村

吉
　
村

村
　
松

笠
　
原

三
　
田

岡
平
　
岡

関
塚
　
越

伊
　
狩

菊
　
地

水
　
谷

小
野
寺

石
　
崎

泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

瑞
穂
「
泉
鏡
花
と
谷
崎
潤
一
郎
」
（
八
）

尚
吾
「
鏡
花
・
潤
一
郎
雑
感
」
（
八
）

典
　
夫
　
「
鏡
花
・
潤
一
郎
の
唯
美
主
義
－
自
然
主
義
と
の
関

　
　
　
　
連
を
軸
に
し
て
」
（
七
）

鶴博定伸英保敏良和昭
●

雄喬任孝夫彬生夫一夫章弘夫凡等

「
風
俗
作
家
と
し
て
の
鏡
花
・
潤
一
郎
」
（
八
）

「
鏡
花
・
潤
一
郎
の
戯
曲
」
（
八
）

「
鏡
花
・
潤
一
郎
の
母
コ
ソ
プ
レ
ッ
ク
ス
」
（
八
）

「
近
代
文
学
史
の
な
か
の
鏡
花
・
潤
一
郎
」
（
八
）

「
泉
鏡
花
に
お
け
る
美
と
奇
想
」
（
六
）

「
泉
鏡
花
の
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
」
（
八
）

「
泉
鏡
花
と
尾
崎
紅
葉
」
（
六
）

「
泉
鏡
花
と
明
治
浪
漫
主
義
」
（
六
）

「
夜
行
巡
査
」
（
二
）

「
外
科
室
」
（
二
）

「
照
葉
狂
言
」
（
二
）

コ
局
野
聖
」
（
二
）

「
掃
系
図
」
（
二
）

「
歌
行
燈
」
（
二
）

「
眉
か
く
し
の
霊
」
（
二
）

吉竹前笠脇吉村 荻
久
保

三
　
田

宇
佐
弥

野
　
村

　
島
　
速

　
内
　
泰

　
田

　
原
　
伸

　
　
　
明

島
　
速

松
　
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
六

泰
幸
「
薄
紅
梅
」
（
二
）

英
　
彬
「
泉
鏡
花
主
要
研
究
文
献
案
内
」
（
六
）

修
　
三
　
「
〈
読
者
の
ぺ
ー
ジ
〉
鏡
花
そ
の
エ
ロ
ス
と
タ
ナ
ト
ス
」

　
　
　
　
（
二
）

真
木
夫
　
「
〈
読
者
の
ぺ
ー
ジ
Ｖ
泉
鏡
花
に
お
け
る
女
性
像
」
（
二
）

　
夫
　
「
浅
野
川
界
隈
」
　
（
「
新
歌
人
」
２
７
－
７
、
昭
４
８
・
７
・

　
　
　
１
０
、
二
）

　
宏
　
「
東
洋
的
幻
想
と
泉
鏡
花
ー
ア
ジ
ア
の
た
か
の
日
本
文

　
　
　
学
」
（
「
文
芸
展
望
」
２
、
昭
４
８
・
７
・
１
５
、
二
〇
）

　
愛
「
泉
鏡
花
『
高
野
聖
』
－
旅
人
の
も
の
が
た
り
」
（
「
国
文

　
　
　
学
」
１
８
１
９
、
昭
４
８
・
７
・
２
０
、
五
）

　
夫
　
「
泉
鏡
花
、
美
と
怪
異
幻
想
－
女
人
幻
像
を
め
ぐ
る
く
虚

　
　
　
構
の
言
語
ｖ
」
　
（
「
芸
術
倶
楽
部
」
１
１
２
、
昭
４
８
・
８

　
　
　
・
１
、
二
一
）

　
子
　
「
桃
源
境
に
つ
い
て
」
　
（
「
比
較
文
学
研
究
」
２
４
、
昭
４
８

　
　
　
・
９
・
１
、
九
）

　
夫
　
「
泉
鏡
花
と
円
祐
寺
－
浅
野
川
界
隈
」
　
（
「
新
歌
人
」
２
７

　
　
　
１
１
０
、
昭
４
８
・
１
０
・
１
０
、
三
）

孝
「
泉
鏡
花
の
初
版
本
１
『
照
葉
狂
言
』
入
手
の
一
駒
」
（
「
日

　
　
　
本
古
書
通
信
」
３
８
１
１
０
、
昭
４
８
・
１
０
・
１
５
、
一
）
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定
　
孝

　
　
透

達
　
司

歌
　
子

健
　
二

弥
之
助

伸
　
夫

伸
　
夫

正
　
路

伸
　
夫

「
泉
鏡
花
と
児
童
文
学
」
　
（
「
学
苑
」
〃
、
昭
４
８
・
ｕ
・

１
、
一
三
）

「
鏡
花
を
巡
っ
て
」
　
（
「
図
書
」
洲
、
昭
４
８
・
ｕ
・
１
、

六
）「

鏡
花
の
湘
南
物
に
お
げ
る
素
材
に
つ
い
て
」
　
（
「
言
語

と
文
芸
」
７
７
、
昭
４
８
・
ｕ
・
２
５
、
一
九
）

「
泉
鏡
花
と
津
田
左
右
吉
」
　
（
「
地
域
と
文
化
」
１
、
昭

４
８
・
ｕ
・
３
０
、
九
、
石
川
史
書
刊
行
会
）

「
『
高
野
聖
』
論
１
そ
の
構
造
と
主
題
」
（
「
文
教
国
文
学
」

１
、
昭
４
８
・
１
２
・
１
、
一
一
）

「
泉
鏡
花
の
遺
品
と
原
稿
」
　
（
「
塾
」
６
２
、
昭
４
８
・
１
２
・

１
、
二
）

「
〈
現
代
文
学
研
究
必
携
ｖ
泉
鏡
花
」
（
「
国
文
学
」
１
８
１

１
６
、
昭
４
８
・
１
２
．
２
５
、
四
）

「
〈
泉
鏡
花
０
Ｄ
〉
美
の
構
造
と
位
相
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」

３
９
１
１
、
昭
４
９
・
１
・
１
、
二
一
）

「
泉
鏡
花
の
幻
想
」
　
（
「
浪
漫
」
３
１
１
、
昭
４
９
・
１
・

１
、
八
）

「
〈
泉
鏡
花
の
〉
情
念
の
原
彩
質
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
３
９

１
２
、
昭
４
９
・
２
・
１
、
　
一
二
）

泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

阿
　
部
　
正
　
路
　
「
泉
鏡
花
の
鬼
」
（
「
浪
漫
」
３
－
２
、
昭
４
９
・
２
・
１
、

　
　
　
　
　
　
　
　
九
）

村
　
松
　
定
　
孝
　
「
目
本
語
の
美
し
さ
」
（
同
右
、
八
）

笠
　
原
　
伸
　
夫
　
「
〈
泉
鏡
花
ぐ
幻
Ｖ
『
夜
行
巡
査
』
の
感
覚
像
」
　
（
「
解
釈
と

　
　
　
　
　
　
　
　
鑑
賞
」
３
９
１
３
、
昭
４
９
・
３
・
１
、
一
一
）

阿
　
部
　
正
　
路
　
「
泉
鏡
花
の
花
」
（
「
浪
漫
」
３
１
３
、
昭
４
９
・
３
・
１
、

　
　
　
　
　
　
　
　
八
）

西
　
埜
　
優
美
子
　
「
『
高
野
聖
』
小
考
」
（
「
国
文
白
百
合
」
５
、
昭
４
９
・
３

　
　
　
　
　
　
　
　
・
１
５
、
七
）

村
　
松
　
定
　
孝
　
「
〈
研
究
余
録
Ｖ
『
新
泉
奇
談
』
の
謎
」
　
（
「
目
本
近
代
文

　
　
　
　
　
　
　
　
学
館
」
１
８
、
昭
４
９
・
３
・
１
５
、
一
）

特
集
・
明
治
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
ー
紅
葉
・
露
伴
・
鏡
花
　
（
「
国
文
学
」
１
９
１
３

昭
４
９
・
３
・
２
０
）

　
篠
田
一
士
、
三
好
行
雄
　
「
【
対
談
】
紅
葉
・
露
伴
・
鏡
花
－
近
代
文
学
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
も
う
一
つ
の
基
軸
」
（
一
九
）

高
階
秀
爾
「
明
治
ロ
マ
ネ
ス
ク
の
構
造
」
（
七
）

天
沢
退
二
郎
「
鏡
花
に
お
げ
る
詩
神
と
詩
人
１
『
袖
屏
風
』
を
め
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
」
（
四
）

野
口
武
彦
「
鏡
花
の
女
」
（
八
）

笠
　
原
伸
夫
　
「
鏡
花
に
お
げ
る
く
母
た
る
も
の
Ｖ
」
（
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
七

、
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泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

　
　
　
清
「
鏡
花
に
お
げ
る
愛
と
怨
念
１
『
婦
系
図
』
の
場
合
」

　
　
　
　
　
（
五
）

　
君
美
「
鏡
花
に
お
げ
る
超
自
然
－
『
化
鳥
』
詳
考
」
（
八
）

　
定
　
孝
　
「
照
葉
狂
言
」
（
五
）

　
英
　
彬
　
「
高
野
聖
ー
そ
の
幻
想
性
の
基
盤
と
成
立
事
情
」
（
五
）

　
昌
　
行
　
「
歌
行
燈
」
（
四
）

伸
夫
「
泉
鏡
花
、
『
銀
鼎
』
考
」
（
「
語
文
」
３
９
、
昭
４
９
．
３
．

　
　
　
　
３
１
、
一
〇
）

伸
　
夫
「
〈
泉
鏡
花
↑
０
〉
愛
の
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
」
（
「
解
釈
と
鑑

　
　
　
　
賞
」
３
９
１
４
、
昭
４
９
・
４
・
１
、
二
一
）

正
　
路
　
「
泉
鏡
花
の
虹
」
（
「
浪
漫
」
３
１
４
、
昭
４
９
．
４
．
１
、

　
　
　
　
一
〇
）

伸
夫
「
〈
泉
鏡
花
向
〉
森
、
あ
る
い
は
幻
想
空
問
」
（
「
解
釈
と

　
　
　
　
鑑
賞
」
３
９
－
５
、
昭
４
９
・
５
・
１
、
二
一
）

正
　
路
　
「
泉
鏡
花
の
舞
台
」
　
（
「
浪
漫
」
３
１
５
、
昭
４
９
．
５
．

　
　
　
　
１
、
九
）

銑
三
「
〈
閑
読
雑
抄
Ｖ
愚
作
新
泉
奇
談
Ｈ
Ｏ
」
（
「
日
本
古
書
通

　
　
　
　
信
」
３
９
１
５
、
昭
４
９
・
５
・
１
５
、
二
）

伸
夫
「
一
泉
鏡
花
９
穣
．
母
．
少
年
一
一
「
解
釈
と
鑑
ポ
一

　
　
　
　
３
９
－
６
、
昭
４
９
・
６
・
１
、
一
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八

阿
部
正
路
「
泉
鏡
花
の
幻
妖
」
（
「
浪
漫
」
３
－
６
、
昭
４
９
・
６
．

　
　
　
　
　
　
　
　
１
、
一
二
）

森
　
　
　
銑
　
三
　
「
〈
閑
読
雑
抄
〉
幽
芳
の
鏡
花
あ
て
書
簡
」
（
「
日
本
古
書

　
　
　
　
　
　
　
　
通
信
」
３
９
１
６
、
昭
４
９
・
６
・
１
５
、
一
）

森
　
　
　
銑
　
三
　
「
〈
閑
読
雑
抄
〉
鏡
花
の
序
文
」
（
同
右
、
一
）

　
○
　
　
　
　
　
　
「
鏡
花
著
雪
岱
装
」
（
「
季
刊
銀
花
」
１
８
．
昭
４
９
．
６
．

　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
、
八
）

村
松
定
孝
「
鏡
花
と
雪
岱
」
（
同
右
、
五
）

本
　
多
　
　
　
仁
　
「
泉
鏡
花
『
照
葉
狂
言
』
論
考
上
－
序
説
．
成
立
事
情
と
．

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
私
情
ｖ
と
し
て
の
『
切
た
い
』
」
（
「
情
念
」
８
、
昭
４
９

　
　
　
　
　
　
　
　
・
６
、
　
一
八
）
（
注
）
発
行
目
付
た
し

笠
　
原
　
伸
　
夫
　
「
〈
泉
鏡
花
Ｃ
っ
〉
小
親
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
３
９
１
８
、
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
４
９
・
７
・
１
、
二
一
）

「
風
流
鏡
花
径
」
一
の
巻
（
昭
４
９
・
７
・
ｕ
、
松
原
組
）

　
龍
　
丈
　
　
　
剣
　
「
つ
つ
じ
づ
く
し
１
『
龍
簿
講
』
を
め
ぐ
っ
て
」
（
七
）

　
擢
　
尾
　
　
　
元
　
「
”
清
心
庵
。
小
論
」
（
五
）

　
小
林
犬
彦
「
鏡
花
を
読
む
・
１
」
（
二
一
）

　
風
流
蝶
花
怪
異
子
「
山
び
と
の
天
降
る
日
１
『
鶯
花
径
』
そ
の
他
の
初
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
品
に
お
け
る
異
彩
の
神
話
」
（
五
）

　
金
　
子
　
亜
　
矢
　
「
化
鳥
」
（
四
）



　
脇
明
子
「
雨
昼
夢
窓
課
」
（
六
）

笠
　
原
　
伸
　
夫
「
鏡
花
文
学
に
お
げ
る
超
自
然
志
向
」
　
（
「
ユ
リ
イ
カ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
６
１
９
、
昭
４
９
・
７
・
２
０
、
八
）

鈴
木
康
子
「
『
夜
行
巡
査
』
考
－
泉
鏡
花
初
期
作
品
の
位
相
」
（
「
国

　
　
　
　
　
　
　
　
文
」
４
１
、
昭
４
９
・
７
・
３
０
、
一
〇
）

笠
原
伸
夫
「
〈
泉
鏡
花
働
〉
融
化
す
る
時
問
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
３
９

　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
０
、
昭
４
９
・
８
・
１
、
一
四
）

三
　
田
　
英
　
彬
「
”
新
刊
の
し
お
り
”
脇
明
子
著
『
幻
想
の
論
理
－
泉
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
花
の
世
界
』
」
（
同
右
、
一
）

「
鏡
花
研
究
」
創
刊
号
（
昭
４
９
・
８
・
１
０
、
石
川
近
代
文
学
館
）

　
藤
本
徳
明
「
母
胎
の
ロ
マ
ソ
ー
鏡
花
文
学
に
お
げ
る
聖
界
」
（
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
）

　
里
見
聾
、
寺
木
定
芳
、
戸
板
康
二
　
「
【
座
談
会
】
鏡
花
先
生
を
偲
ん
で
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
）
☆
「
宝
心
」
昭
４
７
・
６
・
１
５

　
泉
名
月
「
鏡
花
の
こ
と
ど
も
」
（
八
）
☆
「
石
川
近
代
文
学
館
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ュ
ー
ス
」
昭
４
５
・
３
・
１
０

　
小
林
輝
冶
「
漱
石
か
ら
鏡
花
へ
－
『
草
枕
』
と
『
春
昼
』
の
成
立
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
）

　
国
　
田
　
次
　
郎
　
「
『
白
羽
箭
』
論
」
（
二
一
）

　
棚
　
木
　
一
　
良
「
鏡
花
と
一
葉
」
（
一
）

　
　
　
　
　
泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

　
新

　
新

　
新

　
新

　
東吉長笠笠小

－

脇笠
　
保

　
保

　
保

　
保

　
田村尾原原浜原

千
代
子

千
代
子

千
代
子

千
代
子

康
　
隆

博一伸伸俊明伸

任雄夫夫郎子夫

「
新
資
料
紹
介
」
（
一
）

「
鏡
花
新
出
書
簡
考
－
上
京
時
を
め
ぐ
る
年
譜
へ
の

　
疑
間
」
（
三
〇
）

　
「
『
非
戦
闘
員
』
」
（
一
〇
）

　
「
『
売
色
鴨
南
蛮
』
原
稿
の
『
題
簸
』
た
ら
び
に
『
識
』

　
に
つ
い
て
」
（
二
）

　
「
『
時
計
哲
学
』
小
解
」
（
五
）

「
変
身
希
求
と
幽
霊
－
鏡
花
『
陽
炎
座
』
へ
の
招
待
」

（
「
国
文
学
」
　
１
９
１
９
、
昭
４
９
・
８
・
２
０
、
六
）

「
泉
鏡
花
－
幽
霊
の
来
た
道
」
（
同
右
、
四
）

「
”
書
評
”
脇
明
子
著
『
幻
想
の
論
理
－
泉
鏡
花
の
世

界
』
」
（
同
右
、
一
）

「
〈
泉
鏡
花
ゆ
ｖ
緋
文
字
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
３
９
ｌ
ｕ
、

昭
４
９
・
９
・
１
、
一
二
）

「
泉
鏡
花
と
想
像
力
」
（
「
三
田
文
学
」
　
６
１
Ｉ
９
、
昭
４
９

・
９
・
１
、
二
一
）

「
鏡
花
の
幻
影
　
生
誕
百
年
」
（
「
学
鐙
」
　
７
１
１
９
、
昭

４
９
・
９
・
５
、
四
）

「
〈
泉
鏡
花
０
０
ｖ
風
景
の
劇
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
３
９
１
１
２
、

昭
４
９
・
１
０
・
１
、
一
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九
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松山原井松田原橋巻多

泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

定修伸修定英伸保聖克

孝司夫成孝彬夫生一二仁

「
私
の
卒
業
論
文
」
（
同
右
、
二
）

「
手
毬
歌
猟
奇
ー
わ
ら
べ
唄
紀
行
」
（
「
旅
」
　
４
８
Ｉ
ｕ
、

昭
４
９
・
１
０
・
１
、
九
）

「
〈
泉
鏡
花
¢
功
〉
風
俗
小
説
の
枠
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
３
９

１
１
３
、
昭
４
９
・
ｕ
・
１
、
一
一
）

「
泉
鏡
花
の
径
異
」
（
「
国
学
院
雑
誌
」
　
７
５
１
ｕ
、
昭
４
９

・
ｕ
・
１
５
、
一
一
）

「
鏡
花
全
集
編
纂
余
話
」
（
同
右
、
一
）

「
泉
鏡
花
『
眉
か
く
し
の
霊
』
考
－
想
像
力
と
表
現
」

（
同
右
、
一
二
）

「
〈
泉
鏡
花
胸
ｖ
高
野
聖
Ｈ
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
３
９
－
１
５
、

昭
４
９
・
１
２
・
１
、
一
二
）

「
村
松
定
孝
著
『
泉
鏡
花
研
究
』
を
読
ん
で
」
（
「
学
苑
」

…
…
、
昭
４
９
・
１
２
・
１
、
三
）

「
〈
文
芸
的
グ
リ
ソ
プ
ス
ｍ
〉
泉
鏡
花
と
エ
ス
セ
テ
ィ
シ

ズ
ム
」
（
「
風
景
」
１
５
１
１
２
、
昭
４
９
・
１
２
・
１
、
三
）

「
虚
構
の
意
味
－
鏡
花
『
綾
紅
新
草
』
の
世
界
」
（
「
国

語
国
文
」
４
３
１
１
２
、
昭
４
９
・
１
２
・
２
５
、
一
四
）

「
泉
鏡
花
『
照
葉
狂
言
』
論
考
下
－
鑑
賞
ノ
ー
ト
そ
の

一
」
（
「
情
念
」
９
、
昭
４
９
・
１
２
・
３
０
、
八
）

笠福笠笠笠笠笠東笠笠紀

原永原原原原原郷原原田

伸武伸伸伸伸伸克伸伸

夫彦夫夫夫夫夫美夫夫

順
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇

「
〈
泉
鏡
花
¢
功
〉
高
野
聖
Ｏ
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
４
０
１
１
、

昭
５
０
・
１
・
１
、
一
五
）

「
直
哉
と
鏡
花
」
（
「
図
書
」
洲
、
昭
５
０
・
１
・
１
、
一
）

「
〈
泉
鏡
花
岬
ｖ
夢
と
幻
戯
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
４
０
１
２
、

昭
５
０
・
２
・
１
、
一
四
）

「
ホ
フ
マ
ソ
と
鏡
花
と
幻
怪
」
（
「
ユ
リ
イ
カ
」
７
－
２
、

昭
５
０
・
２
・
１
、
六
）

「
”
書
評
。
村
松
定
孝
著
『
泉
鏡
花
研
究
』
」
（
「
国
文
学
」

２
０
１
２
、
昭
５
０
・
２
・
２
０
、
一
）

「
〈
泉
鏡
花
蝸
〉
波
の
オ
ブ
セ
ッ
シ
ヨ
ソ
」
（
「
解
釈
と
鑑

賞
」
４
０
１
４
、
昭
５
０
・
３
・
１
、
二
二
）

「
泉
鏡
花
の
世
界
」
　
（
「
解
釈
と
鑑
賞
別
冊
現
代
文
学
講

座
」
５
、
昭
５
０
・
３
・
１
、
二
七
）

「
『
高
野
聖
』
の
水
中
夢
」
（
「
国
文
学
ノ
ー
ト
」
　
１
３
、
昭

５
０
・
３
・
１
５
、
　
一
四
）

「
〈
泉
鏡
花
但
旬
〉
　
『
春
昼
』
の
方
法
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」

４
０
－
５
、
昭
５
０
・
４
・
１
、
一
五
）

「
〈
泉
鏡
花
帥
ｖ
草
迷
宮
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
４
０
１
６
、

昭
５
０
・
５
・
１
、
一
五
）

「
幻
想
文
学
論
序
説
」
（
「
幻
影
城
」
　
１
１
４
、
昭
５
０
・



石
川
淳
、
丸
谷
才
一

千
　
葉

笠吉越笠笠三笠

原村野原原田原

俊
　
二

伸博伸伸英伸

夫任格夫夫彬夫

５
・
１
、
九
）

　
「
【
対
談
】
文
学
的
雑
談
－
石
川
淳
と
坂
口
安
吾
を
め

ぐ
っ
て
」
（
「
国
文
学
」
２
０
１
６
、
昭
５
０
・
５
・
２
０
、
二

三
）
　
（
注
）
対
談
中
に
小
項
目
「
鏡
花
の
江
戸
く
さ
さ
」
が
あ

る
。「

鏡
花
文
学
の
凋
落
－
日
露
戦
争
と
泉
鏡
花
」
（
「
近
代

文
学
・
研
究
と
資
料
」
１
、
昭
５
０
・
５
、
一
五
、
早
稲

田
大
学
犬
学
院
文
学
研
究
科
紅
野
ゼ
ミ
）
　
（
注
）
発
行
目

付
た
し

「
〈
泉
鏡
花
¢
動
ｖ
女
た
ち
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
４
０
１
７
、

昭
５
０
・
６
・
１
、
一
二
）

「
”
書
評
。
村
松
定
孝
著
『
泉
鏡
花
研
究
』
」
（
同
右
、
二
）

「
泉
鏡
花
私
説
１
　
『
観
念
小
説
』
論
の
た
め
の
序
章
」

（
「
国
語
国
文
研
究
」
５
４
、
昭
５
０
・
６
・
３
０
、
一
六
）

「
〈
泉
鏡
花
但
９
Ｖ
明
治
的
父
権
へ
の
反
抗
」
（
「
解
釈
と
鑑

賞
」
４
０
１
８
、
昭
５
０
・
７
・
１
、
一
四
）

「
鏡
花
的
美
意
識
の
原
型
」
（
「
文
学
」
　
４
３
１
７
、
昭
５
０

・
７
・
１
０
、
二
）

「
『
由
縁
の
女
』
と
鏡
花
文
学
」
（
同
右
、
二
四
）

「
〈
泉
鏡
花
的
ｖ
由
縁
の
女
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
４
０
１
９
、

泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

竹笠笠本脇笠小
－

脇渋

下原原多原林沢

久
保
田

英伸伸明伸輝明龍

一夫夫仁子夫冶子彦

芳
太
郎

昭
５
０
・
８
・
１
、
一
四
）

「
泉
鏡
花
と
鰭
崎
英
朋
－
未
公
開
の
鏡
花
書
簡
に
よ
る
」

（
「
心
」
２
８
１
８
、
昭
５
０
・
８
・
１
、
二
）

「
い
と
し
の
ド
ッ
ベ
ル
ゲ
ソ
ゲ
ル
」
（
「
牧
神
」
　
３
、
昭

５
０
・
８
・
１
０
、
二
）

「
〈
泉
鏡
花
刎
Ｖ
　
『
天
守
物
語
』
の
成
立
」
（
「
解
釈
と
鑑

賞
」
４
０
－
１
０
、
昭
５
０
・
９
・
１
、
一
六
）

「
泉
鏡
花
『
照
葉
狂
一
言
』
論
考
下
－
鑑
賞
ノ
ー
ト
そ
の

二
」
（
「
情
念
」
１
０
、
昭
５
０
・
９
・
１
、
一
〇
）

「
物
語
さ
が
し
」
（
「
群
像
」
３
０
１
９
、
昭
５
０
・
９
・
１
、

二
）「

〈
泉
鏡
花
吻
ｖ
震
災
以
後
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
４
０
ｌ
ｕ
、

昭
５
０
・
１
０
・
１
、
一
四
）

「
鏡
花
に
お
け
る
小
説
方
法
と
し
て
の
『
空
問
』
」
（
「
解

釈
」
２
１
１
１
０
、
昭
５
０
・
１
０
・
１
、
一
二
）

「
夢
が
た
り
ー
泉
鏡
花
に
お
け
る
想
像
力
の
夢
化
」
（
「
現

代
詩
手
帖
」
１
８
－
１
０
、
昭
５
０
・
１
０
・
１
、
九
）

「
〈
思
考
の
紋
章
学
１
ｖ
ラ
ソ
プ
の
廻
転
」
（
「
文
芸
」
１
４

１
１
０
、
昭
５
０
・
１
０
・
１
、
一
〇
）

「
”
書
評
。
村
松
定
孝
『
泉
鏡
花
研
究
』
」
　
（
「
国
文
学
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
二



三
　
田

米平越北三米吉阿

倉井野山田倉村都

泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

　
　
　
　
５
１
・
８
・
１
、
六
）

英
　
彬
　
「
”
書
評
。
笠
原
伸
夫
著
『
泉
鏡
花
－
美
と
工
ロ
ス
の
構

　
　
　
　
造
』
」
　
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
４
１
１
１
０
、
昭
５
１
・
８
・
１
、

　
　
　
　
二
）

　
　
巌
　
「
泉
鏡
花
の
初
期
」
　
（
「
文
芸
広
場
」
２
４
１
８
、
昭
５
１
・

　
　
　
　
８
・
１
、
五
）

修
　
成
　
「
泉
鏡
花
と
芸
能
１
『
笈
摺
草
紙
』
の
成
立
」
（
「
芸
能
」

　
　
　
　
１
８
１
８
、
昭
５
１
・
８
・
１
０
、
八
）

　
　
格
　
「
『
観
念
小
説
論
』
の
た
め
の
序
章
－
鏡
花
に
お
け
る

　
　
　
　
く
虚
構
ｖ
の
意
味
」
　
（
「
国
語
国
文
研
究
」
５
６
、
昭
５
１
・

　
　
　
　
８
・
３
１
、
一
四
）

哲
　
子
　
「
鏡
花
と
潤
一
郎
」
　
（
「
米
沢
国
語
国
文
」
３
、
昭
５
１
．

　
　
　
　
９
・
３
０
、
八
）

英
　
彬
　
「
工
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
喚
起
力
」
　
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
４
１

　
　
　
　
１
１
２
、
昭
５
１
・
１
０
・
１
、
八
）

　
　
巌
　
「
鏡
花
『
化
銀
杏
』
論
」
　
（
「
文
芸
広
場
」
２
４
－
１
０
、
昭

　
　
　
　
５
１
・
１
０
・
１
、
四
）

博
　
任
　
「
〈
深
層
心
理
学
的
批
評
の
適
用
１
〉
泉
鏡
花
・
掃
系
図
」

　
　
　
　
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
４
１
Ｉ
１
３
、
昭
５
１
・
１
０
・
５
、
九
）

正
　
路
　
「
”
書
評
。
笠
原
伸
夫
著
『
泉
鏡
花
－
美
と
工
ロ
ス
の
構

村朝片脇笠三村

松田岡原瓶松

越
　
野

定
　
孝

祥
次
郎

啓明伸達定

治子夫司孝格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
西

造
』
、
三
田
英
彬
著
『
泉
鏡
花
の
文
学
』
」
（
「
国
学
院
雑

誌
」
７
７
１
１
０
、
昭
５
１
・
１
０
・
１
５
、
五
）

「
”
書
評
。
笠
原
伸
夫
著
『
泉
鏡
花
－
美
と
工
ロ
ス
の
構

造
』
」
　
（
「
国
文
学
」
２
１
－
１
３
、
昭
５
１
・
１
０
・
２
０
、
一
）

「
鏡
花
の
小
説
と
江
戸
文
学
」
　
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
４
１
１

１
４
、
昭
５
１
・
ｕ
・
１
、
四
）

「
〈
大
衆
文
学
傑
作
５
０
選
〉
婦
系
図
・
泉
鏡
花
」
（
「
流
動
」

８
ｌ
ｕ
、
昭
５
１
・
ｕ
・
１
、
三
）

「
幻
獣
の
い
る
風
景
」
　
（
「
月
下
の
一
群
」
２
、
昭
５
１
．

１
２
・
１
、
八
）

「
近
代
小
説
と
怪
異
」
　
（
「
早
稲
田
文
学
」
８
次
９
、
昭

５
２
・
２
・
１
、
五
）

「
泉
鏡
花
と
謡
曲
の
文
体
」
　
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
４
２
１
３
、

昭
５
２
・
２
・
１
、
二
）

「
”
動
向
。
泉
鏡
花
研
究
展
望
－
笠
原
伸
夫
・
蒲
生
欣
一

郎
・
三
田
英
彬
氏
の
近
著
に
ふ
れ
て
」
（
「
文
学
」
４
５
１

２
、
昭
５
２
・
２
・
１
０
、
八
）

「
鏡
花
に
お
け
る
く
虚
構
Ｖ
の
意
味
　
『
情
懐
自
伝
』
と

『
ひ
と
葉
の
巻
』
の
示
唆
す
る
も
の
」
　
（
「
国
語
国
文
研

究
」
５
７
、
昭
５
２
・
２
・
２
８
、
一
三
）



里
見
　
弾
「
〈
素
顔
の
文
人
・
イ
ソ
タ
ビ
ュ
ー
・
第
三
回
Ｖ
泉
鏡
花
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
海
」
９
１
３
、
昭
５
２
・
３
・
１
、
一
〇
）

種
村
季
弘
「
”
書
評
”
明
快
な
構
造
分
析
－
三
田
英
彬
著
『
泉
鏡
花

　
　
　
　
　
　
　
　
の
文
学
』
」
　
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
４
２
１
４
、
昭
５
２
・
３
・

　
　
　
　
　
　
　
　
１
、
二
）

田
中
励
儀
「
鏡
花
作
品
の
表
現
構
造
と
謡
曲
１
『
売
色
鳴
南
蛮
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
場
合
」
（
「
同
志
杜
国
文
学
」
１
２
、
昭
５
２
・
３
・
５
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
三
）

「
鏡
花
研
究
」
第
三
号
（
昭
５
２
・
３
・
３
０
）

吉
　
村

小
　
林

国
　
田

藤
　
本

黒
田
桜

本
　
岡

五
十
嵐

博輝次徳の歌

任冶郎明園子

ト
ヨ
子

「
白
鷺
幻
想
１
『
白
の
セ
レ
モ
ニ
ー
』
序
説
」
（
一
四
）

「
『
妖
怪
年
代
記
』
論
－
『
高
野
聖
』
の
系
譜
Ｈ
」
（
一

八
）「

鏡
花
文
学
に
お
け
る
ロ
マ
ソ
ス
的
構
造
に
つ
い
て

１
比
較
文
学
的
に
」
（
二
二
）

「
〈
研
究
会
レ
ポ
ー
ト
Ｖ
『
雪
柳
』
の
イ
メ
ー
ジ
」
（
一

一
）

「
拾
い
読
み
１
鏡
花
の
俳
句
」
（
六
）

「
鏡
花
の
生
れ
た
下
新
町
と
津
田
左
右
吉
」
（
九
）

☆
「
地
域
と
文
化
」
昭
４
８
・
ｕ
・
３
０

「
泉
鏡
花
と
花
」
（
八
）

泉
鏡
花
参
考
文
献
目
録

新
保

、

４笠松戸吉越三野棚

林原岡沼村野田村木
　
千
代
子

輝
　
冶

伸
　
夫

正
　
剛

　
　
恭

博
　
任

　
　
格

英
　
彬

　
　
喬

　
　
良

　
「
新
資
料
紹
介
－
妹
た
か
女
を
め
ぐ
る
書
簡
考
と
自

　
筆
年
譜
訂
正
」
（
三
九
）

「
鏡
花
に
お
け
る
『
民
課
』
の
位
相
」
　
（
「
金
沢
大
学
語

学
・
文
学
研
究
」
７
、
昭
５
２
・
３
・
３
１
、
五
）

「
『
歌
行
燈
』
の
空
間
構
成
」
（
「
語
文
」
４
３
、
昭
５
２
・
５

・
１
０
、
一
一
）

「
一
に
観
音
力
、
他
に
鬼
神
力
」
（
「
遊
」
１
０
、
昭
５
２
・

５
・
２
０
、
二
）

「
桔
梗
刈
萱
女
郎
花
」
（
同
右
、
一
）

「
夢
魔
の
レ
ト
リ
ッ
ク
ー
泉
鏡
花
」
　
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」

４
２
１
１
０
、
昭
５
２
・
８
・
１
、
七
）

「
鏡
花
の
観
念
小
説
１
そ
の
人
間
像
を
め
ぐ
っ
て
」

（
「
日
本
近
代
文
学
」
２
４
、
昭
５
２
・
１
０
・
１
、
一
二
）

「
”
書
評
。
笠
原
伸
夫
著
『
泉
鏡
花
－
美
と
エ
ロ
ス
の
構

造
』
」
（
同
右
、
五
）

「
鏡
花
劇
の
今
目
」
（
「
心
」
３
０
－
１
０
、
昭
５
２
・
１
０
・
１
、

七
）「

泉
鏡
花
ノ
ー
ト
ー
非
現
実
の
妖
気
幽
棲
の
美
学
の
世

界
」
（
「
い
し
か
わ
」
１
－
９
、
昭
５
２
・
１
０
・
５
、
五
、

パ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
四
季
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
五



山
　
田

、

」
！

林

平
　
井

岡
村
　
松

泉
鏡
花
参
考
文
献
圓
爆

有
策
「
近
代
文
学
に
お
け
る
服
装
表
玩
を
め
ぐ
っ
て
１
〈
物
〉

　
　
　
　
へ
の
執
着
の
意
味
」
（
「
言
語
生
活
」
汕
、
昭
５
２
・
ｕ
・

　
　
　
　
１
、
八
）

輝
　
冶
　
「
鏡
花
と
真
成
寺
１
『
手
鞠
』
の
風
土
」
（
「
ど
陵
す
」
１
、

　
　
　
　
昭
５
２
・
ｕ
・
３
、
二
、
金
沢
市
中
央
公
民
館
金
沢
民
俗

　
　
　
　
を
さ
ぐ
る
会
）

修
　
成
　
「
鏡
花
作
品
に
於
け
る
く
舞
台
Ｖ
の
論
理
－
民
俗
性
と

　
　
　
　
近
代
性
」
（
「
目
本
文
学
論
究
」
３
７
、
昭
５
２
・
ｕ
・
１
５
、

　
　
　
　
八
）

保
　
生
　
「
泉
鏡
花
ー
そ
の
文
体
成
立
前
後
」
（
「
国
文
学
」
２
２
１

　
　
　
　
１
４
、
昭
５
２
・
ｕ
・
２
０
、
五
）

定
孝
「
太
宰
治
と
泉
鏡
花
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
４
２
１
１
４
、
昭

　
　
　
　
５
２
・
１
２
・
１
、
四
）

ニ
ニ
六
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